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平成２７年７月臨時教育委員会会議 

 

１．日 時 

  平成２７年７月２７日（月）午前９時３０分～午後４時３０分 

２．場 所 

  河内長野市役所７階 行政委員会室 

３．出席委員 

  和田教育長、澤田教育長職務代理者、柴委員、阪谷委員、嘉名委員 

４．会議録署名委員 

  澤田教育長職務代理者、柴委員 

５．出席者 

（１） 事務局 

 中尾教育推進部長、橋本生涯学習部長、西田教育推進部理事、森本学校

教育課長、小滝学校教育課参事、木村学校教育課主幹、宮本学校教育課主

幹、小池学校教育課主幹、生田学校教育課主幹、東尾学校教育課主幹、坂

田学校教育課主幹、藤林教育総務課長、大谷教育総務課長補佐 

（２） その他 

河内長野市立中学校教科用図書選定委員会 

岡本委員長、岸委員、松本委員、岡田委員、林委員、三並委員 

 

６．会議要録 

 開 会 

  和田教育長 

 ただいまから、平成２８年度使用小中学校使用教科用図書の採択にかか

る臨時教育委員会を開会します。 

 

（１）署名委員の指名 

   和田教育長 

    今回の会議録の署名は、澤田教育長職務代理者、柴委員にお願いし

ます。 
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澤田教育長職務代理者、柴委員 

   わかりました。 

 

（２）議事（要旨） 

  和田教育長 

   それでは、平成２８年度使用小中学校教科用図書の採択に関わる臨時教 

育委員会を開会させていただきます。 

議案第２８号「平成２８年度使用小中学校教科用図書採択及び学校教育 

法附則第９条に規定する一般図書の給付について」であります。 

なお、本件の採択につきましては、地方教育行政の組織及び運営に関する 

法律第２３条６項に基づきまして、教科書等の取扱いの権限が教育委員会 

に有することを確認しておきたいと思います。 

それでは議案書の方ですが、はじめに事務局より説明があります。 

 

森本学校教育課長 

  それでは、議案第２８号「平成２８年度小中学校使用教科用図書採択及 

 び学校教育法附則第９条に規定する一般図書の給付について」説明いたし 

ます。 

本件につきましては、審議いただく事柄を分けますと大きく３つに分か 

れると考えますので、審議いただく順番を次のようにしていただけたらと 

思います。 

１つ目は、平成２８年度において河内長野市立小中学校に設置されてい 

る特別支援学級に在籍する児童生徒に給付する教科用図書についてです。

２つ目は、平成２８年度の小学校で使用する教科用図書の採択について、

そして、３つ目は、平成２８年度の中学校で使用する教科用図書の採択に

ついてです。よろしくお願いします。 

 

  和田教育長 

   ただ今、事務局より審議の順番について提案がございましたが、提案ど

 おりでよろしいでしょうか。 
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 （委員より異議なし） 

 

和田教育長 

  承認いただけましたので、まず一つ目の、市立小中学校の特別支援学級

に在籍する児童生徒に給付する教科用図書について審議いたしたいと思い

ます。 

まず、事務局から説明願います。 

 

森本学校教育課長 

（議案書、議案説明資料、別冊資料に基づき説明）  

（説明趣旨） 

   「平成２８年度において河内長野市立小中学校に設置されている支援学

級に在籍している児童・生徒については、従来どおり、拡大教科書を除

き、学校教育法附則第９条に規定する一般図書の給付は行わず、当該学

年用の検定教科書を給付する。」 

以上につきまして、ご審議お願いいたします。 

 

和田教育長 

 この件につきまして、何かご質問などありませんか。 

 

嘉名委員 

   なぜ附則第９条に規定する一般図書を給付せずに、当該学年の検定教科

書を給付するのが適切だと判断したのですか。 

 

森本学校教育課長 

   別冊の議案第２８号関係として配布しております「平成２８年度使用教

科用図書採択資料」の１ページをご覧ください。下の段の（資料２）学校

教育法附則第９条にございますように、特別支援学級に在籍する子どもた

ちに、文部科学大臣の検定を経た教科用図書又は文部科学省が著作の名義

を有する教科用図書以外の一般図書を採択することは可能です。 
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   しかし、検定教科書と附則第９条によって採択した一般図書の両方は給

付できませんので、採択権のある市教育委員会はどちらか一方を採択する

ことになります。 

   検定教科書に代わる附則第９条本を採択する場合は、一般図書が特別支

援学級に在籍する個々の子どもの教育指導計画に沿った教科用図書として

適切かどうか慎重に判断しなければなりません。 

   また、「みんなと同じ教科書を給付して欲しい」という保護者の願いも

ございますので、教育委員会からは、検定教科書を配布した上で、学校に

割り当てられている図書購入の予算を活用して、子ども達に有用な一般図

書を購入する方法をとっております。これまでも、各学校において、この

ような形で対応してまいりました。 

   したがいまして、学校教育法附則第９条の規定による一般図書の給付は

行わず、当該学年用の検定教科書を給付することが妥当であると考えてい

ます。 

 

嘉名委員 

 なるほど。わかりました。 

 

和田教育長 

  他にこの件につきまして質問はありませんか。 

   ないようでしたら、議案どおりということでよろしいでしょうか。 

 （委員より異議なしの声あり。） 

 

和田教育長 

 質問がないようですので、議案第２８号のうち、「学校教育法附則第９

条に規定する一般図書の給付について」承認します。 

  次に、平成２８年度小学校で使用する教科用図書の採択について、事務 

局より説明願います。 
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森本学校教育課長 

（議案書、議案説明資料、別冊資料に基づき説明）  

（説明趣旨） 

平成２８年度小学校使用教科用図書に関しましては、先ほどの別冊採択

資料２ページの（資料３）「義務教育諸学校の教科用図書の無償措置に関

する法律第１４条」、及び「同法施行令第１４条第１項」をご覧ください。 

同法令によりまして、義務教育諸学校において同一の教科用図書を採択 

する期間は、４年とすることになっております。 

したがいまして、平成２８年度の小学校使用教科用図書につきましては、 

平成２６年度に採択し、平成２７年度から使用している教科用図書と同一 

のものを採択することとなります。次の３ページに本年度使用している教

科用図書を示しておりますので、平成２８年度の小学校使用教科用図書に

つきましては、これと同一のものを採択することとなります。 

ご審議をお願いいたします。 

 

和田教育長 

 この件につきまして、何かご質問などありませんか。 

 （委員より質問なし） 

 

和田教育長 

 質問がないようですので、議案第２８号のうち「平成２８年度使用小学

校教科用図書採択について」承認します。 

 続きまして「平成２８年度使用中学校教科用図書採択について」ご説明

願います。 

 

森本学校教育課長 

  それでは審議に入ります前に、本教育委員会が河内長野市中学校教科用

 図書選定委員会に諮問した答申が、すでに平成２７年７月２１日をもって

 選定委員長より教育長に手渡されましたことをご報告させていただきます。 

その結果、教育委員の皆様のお手元には、教育長を通じて、すでに答申 
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および答申資料を配布させていただいております。ご審議よろしくお願い

いたします。 

 

和田教育長 

それでは、あらためまして、選定委員長をはじめ選定委員会の皆様に感 

謝申し上げます。ありがとうございました。 

なお、引き続き審議に入りますが、審議に関して各種目ごとに選定委員 

の方に入室していただき、答申の報告をしていただきます。 

その後、参考意見を聞かせていただき、各担当種目の採択が決定いたしま

したら退室していただく予定です。 

 尚、教育委員の皆様には、自宅に教科書を持ち帰り調べていただいたこ

とをもとに、本日の報告に対して、ご質問いただければと思います。それ

では審議に入ります。 

では、社会科・歴史的分野について審議に入ります。選定委員から歴史

について報告してください。 

 

岸選定委員 

（別冊資料に基づき説明） 

中学校教科用図書、社会科・歴史的分野の調査結果について報告いたし

ます。調査対象は、東京書籍、教育出版社、清水書院、帝国書院、日本文

教出版、自由社、育鵬社でございます。各調査の観点ごとに、特長的な内

容について報告します。 

まず、Ｂの（１）の、伝統文化に関することについて、東京書籍、帝国

書院、日本文教出版、育鵬社では、現代の私たちの生活とかかわりの深い

伝統文化を意識させる記述が見られますが、帝国書院においては、２６１

ページのように、世界に誇れる日本の文化に対して自覚を持つ大切さに気

付かせる記述がみられます。 

Ｂの（３）では、帝国書院において、１７１ページのように、全体を通

じて人物写真や肖像画、様子を表す写真などの掲載数が最も多く、生徒が

様子をイメージしやすく、理解することができるように配慮されています。 
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Ｂの（４）では、東京書籍、教育出版社、帝国書院、日本文教出版にお

いて、テーマに若干の違いはあるものの、特設のページでアイヌや沖縄の

人々のこと、全国水平社のことなどを掲載しており、特に人権について注

目させるような扱いがされています。今見ていただいているのは教育出版

社の１７１ページです。また、育鵬社では、例えば２０４ページのように、

特に女性を取り上げたコラムを設け、それぞれの時代の女性のリアルな姿

を紹介しています。東京書籍にも同様のコラムがあります 

Ｃの（３）では、東京書籍において、６２、６３ページのように、各章

のはじめに前章から連続した年表を掲載することで、各時代を切り離すの

ではなく連続しているものであるという、時代のつながりを意識させるよ

う配慮されています。 

Ｄの（１）では、日本文教出版の６０ページのように、各編の導入部分

で「地図で見る世界の動き」を設け、ほぼ同時代に、世界で何が起こって

いるか知ることができるようになっています。これは、育鵬社にも同様の

ページがあります。また、自由社では、２８、２９ページのコラム「もっ

と知りたい」のように、一つのテーマにおいて、本文の内容から踏み込ん

で生徒の興味関心をさらに呼び起こすよう工夫されています。日本文教出

版のコラム「＋α」も、これは３５ページですが、より高度な内容の学習

に発展させられるような工夫がされています。 

Ｄの（２）では、東京書籍２３０ページから２３３ページの「私たち歴

史探検隊」で、本市中学生が広島や長崎の修学旅行で行う活動を想起させ、

フィールドワークの方法や聞き取り学習の方法について具体的に知るこ

とができます。また、帝国書院６ページから１１ページでは、調べ活動の

方法からまとめ方、表現方法まで一括して数多く提示してあり、広がりの

ある学習ができるように配慮されています。同様のページは、東京書籍、

自由社にもあります。 

Ｄの（４）では、日本文教出版の各編末において、例えば５７ページの

ように、「文字の変化」などと着目点を示して、各時代の特徴をまとめさ

せ、表現する力を育めるような工夫がされています。 

Ｄの（５）では、いずれの教科書も学習の振り返りやまとめがきめ細か

く入れられていますが、教育出版社では、例えば１７ページのように、見
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開きページの右下の「ふりかえる」で、ステップ１と２に分けて設問がわ

かりやすく書かれており、学習内容を定着させる工夫があります。このよ

うに振り返りの課題を２段階に分けて提示しているのは、ほかに帝国書院

と日本文教出版がありますが、特に帝国書院では、例えば１３ページのよ

うに、「確認しよう」の課題において、本文から抜き出させる指示をして

おり、基礎的基本的事項の習得に役立つものになっています。また、同じ

く帝国書院では、４７ページ下のような、「○○時代を振り返って」の部

分で、それぞれの時代の特徴を短い文章でまとめ、学習のふりかえりがし

やすく配慮されています。 

以上で調査報告を終わります。 

 

和田教育長 

 この件につきまして、何かご質問などありませんか。 

 

阪谷委員 

こうやって見ると、やっぱり歴史の教科書はそれぞれの時代の文化に関

連して、さまざまな文物が紹介されていますね。伝統文化を大切にすると

いう、本市の重点と密接なつながりのある教科の一つです。この中に、河

内長野に触れるものがあればなお良いのですが、どうでしたか。 

 

岸選定委員 

見たところ、河内長野市に関係する文物の掲載はなかったように思いま

す。楠木正成については、どの教科書にも名前は載っていました。 

 

阪谷委員 

そうですか、ふるさとのつながりという意味では、河内長野のことが少

しでも載っていたら、よかったかと思います。 

それはそうと、地域とのつながりという面で、何か特長的なものはあり

ますか。 
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岸選定委員 

はい、ここ近畿地方は古代より政治の中心地であったことが多く、さま

ざまな時代で、いわゆる畿内の様子について触れられています。それらと

は違った形で取り上げられているのが、東京書籍、帝国書院、日本文教出

版です。東京書籍では１３ページからの調べ学習の手法を紹介するページ

で堺市の歴史を取り上げています。小学校で学習した伝統工芸品との関わ

りも見られます。帝国書院では、２１２、２１３ページで、明治期以降の

大阪・神戸の発展の様子について取り上げています。ここでは、当時の生

活の様子や都市の姿が豊富な写真で紹介されており、大変興味深いものと

なっています。南海電鉄や甲子園球場のことなども掲載されていて、子ど

もたちは身近に感じるのではないでしょうか。日本文教出版では、２４０、

２４１ページのように、大阪大空襲について取り上げており、体験者の記

録とともに、空襲後の町の様子や戦争遺跡も紹介しており、平和について

深く考えさせる内容となっています。 

 

柴委員 

どれも身近に感じるテーマですよね。生活に密着したという点では、帝

国書院のテーマは我々大人でも興味があります。詳しい説明もありますし、

ついつい読んでしまいますね。宝塚の写真などは、今の姿と比べてしまい

ますね。 

 

嘉名委員 

私は、空襲と言えば何となく東京大空襲を連想してしまいます。そこを

あえて大阪について取り上げた日本文教出版がいいと思いますね。手塚治

虫のマンガや手記なども、戦時中の様子や人々の思いが伝わるいい教材だ

と思いますよ。 

 

澤田委員 

そうですね。ここに載っている戦災地図も、被害の様子がよくわかりま

すね。 
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嘉名委員 

これら近現代の様子に関連したことなのですが、今回の検定では、社会

科の検定基準に、「近現代史で通説的な見解がない数字などはそのことを

明示」など、新たな基準を追加していましたが、そのことがわかるような

記述はどのようになされているのでしょうか。 

 

岸選定委員 

ご質問の内容につきまして、よく取り上げられるのが、１９３７年に起

きたとされる、いわゆる「南京事件」ですが、取り扱いにつきまして、各

社で若干の差があります。具体的には、本文中に「南京事件」と記載して

いるものが東京書籍、帝国書院、日本文教出版の３社です。例えば、これ

は日本文教出版ですが、２２８ページにこのようにカッコ付きで記載され

ています。先ほどの３社ともカッコ付きです。また、脚注のみに記載して

いるものが教育出版社と育鵬社です。一方、東京書籍と清水書院は「南京

大虐殺」という言葉を、脚注ではありますが記しています。東京書籍の例

では、２２０ページにこのように扱われています。 

本文中の表現については、東京書籍と日本文教出版が、女性や子どもの

被害に言及しているのに対し、帝国書院と教育出版社は多くの民間人とか、

住民を巻き込んでといった表現を使っています。反対に、清水書院では、

無差別に虐殺という言葉を用い、厳しい表現をしています。以上５社は、

いずれも脚注でも触れています。一方、自由社と育鵬社は、本文では「南

京を占領した」とだけ書かれています。なお、東京書籍、教育出版社、帝

国書院、日本文教出版、育鵬社の５社は、脚注に「被害者の数など、全体

像についてはさまざまな見解があり、調査研究が進められている」といっ

た記述があります。例をあげますと、帝国書院では、２２０ページにこの

ように記されています。犠牲者の数については、明記されているところは

ありませんでした。 

 

嘉名委員 

なるほど、各社、少しずつ内容が違うわけですね。でも、この近現代史

の部分については、特に世間の注目を集めていますよね。市民の方からや
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団体さんからの意見も、このあたりについてのことが多いですし、例えば

ある会社の教科書の記載について、戦時下の国民生活の部分で、「戦争中、

日本が朝鮮半島で行ったことが簡単に書かれている」とか、「日本軍が朝

鮮・中国へ侵攻していったことと、国内の総動員体制とが同じように取り

上げられている」としたうえで、被害と加害の部分をきちんと生徒に伝え

ていくべきであるというご意見があります。反対に、同じ会社の教科書を、

「アジアの解放の理念」をきちんと書いているという見方をしている方も

いますよね。それだけ関心が高いということなのでしょうが、このあたり

の各社の記載については、どうなのでしょうか。 

 

岸選定委員 

確かにたくさんのご意見をいただいています。各社の記載について、例

えば、いわゆる「太平洋戦争」についての記述でも、「大東亜戦争」とい

う、当時の政府の呼称の記載が、すべての会社で見られますが、取り扱い

については様々です。内容について言えば、「自存自衛」という言葉を使

っているのは自由社と育鵬社だけですし、東南アジア諸国の解放を強調し

ているのもこの２社です。これは、育鵬社の２３４ページですが、このよ

うに「自存自衛」と本文にはっきりと記載されています。反対に、沖縄戦

の住民犠牲に関して、集団自決への日本軍の関与を記載しているのは、そ

のほかの５社すべてです。特に、これは帝国書院の２３０、２３１ページ

ですが、このように２ページにわたり特設ページを設けています。このあ

たりの認識や取り扱いの違いによって、意見が分かれるところではないか

と思います。 

 

和田教育長 

意見を読んでいると、自由社、育鵬社は、『正しい歴史認識を子どもた

ちに持たせることができる』という方もいれば、反対に、この２社は『正

しい歴史認識を持たせることはできない』と言っている方もいるようです。

このことからわかるように、歴史認識はいろいろあるということであり、

国の教科書検定も採択事務においても、教科書の執筆者なり、出版社なり

の歴史認識の是非を問うているのではないんです。 
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澤田委員 

その通りですよね。歴史の学習で大事なのは、過去を学び、そこから学

び取った事柄をもとに自らの生活を振り返り、未来のよりよい社会の形成

に生かしていくことだと思います。また、学習指導要領の中の、『歴史的

事象を多面的・多角的に考察し公正に判断する』力をつけることが大事な

んじゃないですか。そのための判断材料としての教科書であるべきだし、

将来、自分自身の歴史観を持てるように、さまざまな角度から物事を見つ

め、考える力を、授業を通して育むことが重要だと思います。 

 

柴委員 

私もそう思います。一方的ではなく、『多面的・多角的』に物事をとら

えることは、これからの社会を生き抜いていくためには、必ず必要な力だ

と思います。選定委員に聞きたいのですが、そういうものの見方や考え方

をつけられるようなものはありますか。 

 

岸選定委員 

そうですね、例えば、人権について考える部分では、特設のページを設

けたり、コラムで詳しく説明したりすることで、さまざまな角度から深く

考えさせることができるという点では、アイヌや沖縄の人々のことや全国

水平社運動のことなど、冒頭の説明でも述べた通りです。その点、帝国書

院は、人権に関する特設ページをいくつか設けているとともに、例えば１

４９ページのように、わざわざ『人権』というジャンルのコラムもたくさ

ん設けていて、各時代での人権的な事柄について考えさせるよう工夫され

ています。 

 

阪谷委員 

そういえば、帝国書院の教科書には、いたるところにこのようなコラム

があったような気がします。 

 

岸選定委員 

実は、帝国書院の教科書は、コラムの取り扱い方に特長があります。他



13 

 

社は、このコラムのところは、あまりジャンル分けしていなくて、読み進

めていくうちに内容がわかるようになっているのですが、帝国書院のコラ

ムは、はじめから何について書かれているかがわかるよう配慮されていま

す。例をあげますと、先ほどの『人権』のコラム以外に、１８７ページの

『自然環境』これですね。次に、２０１ページの『交流』、これです。そ

して２１７ページの『平和』、という感じです。このように、それぞれ今

日的な課題と結びつき、深く考えさせられるような内容のものが、全編に

わたって掲載されています。先ほど、『多面的・多角的』ということをお

っしゃっていましたが、まさにさまざまな角度からその時代について迫る

ことができるように工夫されていると思います。 

 

阪谷委員 

 これはわかりやすいですね。 

 

岸選定委員 

はい、私もそう思います。もう一つ付け加えるならば、帝国書院のコラ

ムには『地域史』というものもあって、近隣で言うと、９０ページの、堺

の鉄砲に関する記述のように、それぞれの地域が歴史の中で果たした役割

について気付くことができ、地域に誇りを持ち、郷土・国土への愛情を培

うことができるという、学習指導要領の趣旨にも合い、深まりを持たせた

学習活動につなげることができると考えます。 

 

和田教育長 

わかりました。たくさんのご意見が出ましたが、ほかにご意見やご質問

はありませんか。 

 

柴委員 

はい、ここ最近のニュースでは、「安保関連」の話題が世間をにぎわし

ており、自衛の解釈とともに、国際貢献がどうあるべきかという今日的な

課題を考えさせられました。このような国際関係に関する記述はどうなっ

ていますか。 
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岸選定委員 

各社それほど差があるようには感じませんでした。現代的なトピックで

すし、大体教科書の最後の方に載っていますが、例えばＰＫＯやＯＤＡ、

ＮＧＯなどについて、また、地球温暖化や持続可能な社会の形成などにつ

いて、さまざまな視点からの貢献について記載があります。しかし、国際

関係については、むしろ公民の分野に関わるところが大きいのではないで

しょうか。 

 

柴委員 

そうですね、わかりました。今までの議論を聞いていると、帝国書院の

話が多く取り上げられていますが、今、本市で使われているのは日本文教

出版ですよね。この２社を比べて、明らかに帝国書院がいいという部分は

あるのですか。 

 

岸選定委員 

そこは調査の段階でも考えたところです。例えば、前回採択時の決め手

の一つになった、身近な地域である大阪の取り扱いについて見てみますと、

ご質問のはじめのほうでも説明いたしましたが、今回は、東京書籍、帝国

書院、日本文教出版に特長が見られました。この点について、前回採択時

は、確かに日本文教出版は大阪について多く触れられていたと思います。

しかし今回は、全体を通してみると明らかに日本文教出版は他社に比べて

扱いの数が少ないです。大阪府の選定資料によりますと、多いのは、東京

書籍、帝国書院です。内容の比較でも、例えば、近世の大阪について触れ

た部分では、日本文教出版では、蔵屋敷が立ち並ぶ商業の中心地としてし

か捉えていないのに対し、帝国書院では、同様の部分で、１２１ページで

すが、両替商などの金融業の発展についても触れています。加えて、「説

明しよう」の部分でも、大阪が商業の中心として発展した理由について考

えさせるような問いかけをしています。 

 

柴委員 

なるほど、大阪についてより詳しく捉えさせる工夫があるということで
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すね。よくわかりました。ではお聞きしますが、東京書籍と帝国書院の比

較についてはどうですか。 

 

岸選定委員 

はい、この２社につきましては、資料の取り扱いで比較したいと思いま

す。本文中に掲載されている図や表の総数については両社とも差はありま

せんでした。東京書籍については、例えば、１６８ページの「樺太・千島

交換条約」のような文書を抜粋した資料は、東京書籍の方が多いです。ま

た、巻末の索引に掲載されている人物数や事項数も非常に多いです。しか

し、帝国書院については、冒頭の説明でもお話ししましたが、写真、絵、

人物画像の数は全社の中で最も多いですし、地図、年表、グラフなどにつ

いても東京書籍に比べ、多く掲載されています。例えば、東京書籍１８２

ページと、帝国書院１８４ページの資料を比べてみますと、先ごろ世界遺

産に登録された、明治期の産業の様子がわかるようになっていますが、地

図とグラフがすぐそばに掲載されており、官営工場などの分布と工業生産

の変化を関連付けて考えさせる上では、帝国書院の方が優れていると言え

ます。地図やグラフが多いということは、このように読み取る、関連付け

る、思考を深めるという学習につなげやすいということだと思います。思

考を深めるという点においては、先ほどから申していますように、帝国書

院のコラムの扱いには、他社には無い「良さ」があると考えます。現場の

教員からも、帝国書院を支持する意見が多かったです。 

 

柴委員 

なるほど、そのような比較をしてもらえると、帝国書院の良さがさらに

よくわかりますね。ありがとうございます。 

 

和田教育長 

 よろしいですか。多くの議論が出ましたが、採択に移りたいと思います。

平成 20 年の学習指導要領改訂では、新しく「受け継がれてきた伝統や文

化」・「時代の特色」が加えられましたが、多面的・多角的に物事を考えら

れるような配慮も大事に取り扱うことは前回と同様です。日本文教出版が、
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前回採択されたのは、身近な地域のことを詳しく取り上げていたからでし

たが、今回は、東京書籍と帝国書院の扱いが多く、日本文教出版、自由社、

育鵬社は、その半分ぐらいしか扱っていません。大阪などを取り扱ってい

る地域性と地図、グラフや写真の取扱い方、多角的に捉えることができる

配慮、また、現場の声からみても帝国書院がいいようですが、いかがです

か。 

 

委員一同 

 異議なし。 

 

和田教育長 

では、帝国書院を採択いたします。 

次に、地図について審議に入ります。選定委員から地図について報告し

てください。 

 

岸選定委員 

 （別冊資料に基づき説明） 

はい、では中学校教科用図書、地図の調査結果について報告いたします。

調査の対象となったのは、東京書籍、帝国書院の２社となります。 

各調査の観点ごとに、特長のある内容について報告いたします。 

Ｂの（１）では、両社ともに近畿地方の文化財の記載がありますが、東

京書籍では、９７、９８ページのように、京都や奈良の文化財の分布がよ

り多く、わかりやすく記載されています。帝国書院では、１５５ページの

ように昔の街並みや街道の様子がわかるように写真などが掲載され、本市

の高野街道の様子と関連させられます。また、９６ページのように、本市

特産の「つまようじ」の工場の記号が記されていることは、生徒にとって

はわが町を意識できるものであると言えます。 

Ｂの（２）では、帝国書院の２８ページ中央などにある「日本との結び

つき」を示す資料は、日本との関係を軸にする点で、学習に効果的に活用

できます。 

Ｃの（３）では、東京書籍１５９ページから１６１ページで、世界の国々
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で主に信仰されている宗教がわかりやすい記号で記載されていて、分布を

視覚的に捉えることができます。一方帝国書院では、１０１ページのよう

に、日本の各地方の自然・産業・くらしについて、地図の周りにイラスト

を配置し、一目でとらえられるような工夫がされています。 

Ｃの（４）では、東京書籍において、１７７・１７８ページに、事項別

の索引が設定されており、歴史や公民など、他分野と関連した学習に活用

しやすくなっています。 

Ｄの（１）では、東京書籍の７ページのように、「ジャンプ」の指示に

従ってページを参照することで発展的な学習をすることができます。また、

帝国書院では、５ページのように地図帳の使い方の説明で、引き出し線を

使って、地図中の記載が何を表しているか、わかりやすく説明しています。 

Ｄの（３）では、東京書籍において、３７・３８ページのヨーロッパの

鳥瞰図において、海底地形の様子も見ることができ、生徒の興味・関心を

掻き立てるようなものになっています。帝国書院では、２５・２６ページ

のように陸地部分の地形の起伏や特徴がよくとらえられるように、立体的

な表現がされています。 

以上で、調査報告を終わります。 

 

和田教育長 

 では、地図についてご質問願います。 

 

阪谷委員 

地図帳については、子どもたちが活用するにあたっては「見やすさ」が

一番大切だと思います。この観点で２社を比較するといかがでしょうか。 

 

岸選定委員 

はい、たとえば、大阪府の５０万分の１の拡大地図、東京書籍９３・９

４ページと、帝国書院９５・９６ページを比較しながらご説明します。お

手元で両方の地図を広げてお聞きいただけるとわかりやすいと思います。 

地図の中の情報量としては両社ともそれほど差は感じられません。しか

し、見た感じの印象が違います。いかがでしょうか。 
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柴委員 

そうですね、確かに帝国書院の方がはっきりと見やすい感じがします。

東京書籍の方は、なんだかぼんやりしているような感じですね。 

 

岸選定委員 

はい、まず、陸地の高低差を表す「等高線」ですが、帝国書院は緑色の

実線で表していますが、東京書籍には線そのものがありません。どちらも

濃淡をつけて、高低差を表してはいますが、境目をはっきりさせると、そ

の差がよりわかりやすくなります。 

 

柴委員 

確かにそうですね。でも、それだけではなくて、帝国書院の方が明るい

感じがしますね。 

 

岸選定委員 

それは、色彩の差があるのだと思います。例えば、「市街地」を表す黄

色ですが、両社ともおそらく黄色の印刷インクでむらなく着色されている

のだと思います。これは主観かもしれませんが、帝国書院の方が明るく見

える感じがします。また、平地の緑色は、これははっきりとした違いがあ

りますが、「くさ色」という、特別色での印刷をしているため、より鮮や

かに見える工夫がされています。そのため、文字が重なるところも、大変

見やすくなっていて、全体が明るくなるのだと思います。 

 

阪谷委員 

なるほど、そのような違いがあるのですか、５色印刷だとコストも高く

なるでしょうけど、見やすさにはかえられませんね。 

 

和田教育長 

見やすさとは別の観点でも見ていきましょうか。何か違いはありますか。 
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岸選定委員 

はい、東京書籍は、帝国書院に比べて後ろの方の資料のページ数が多く、

さまざまな角度からの学習展開ができます。また、１１・１２ページのよ

うに、写真の取り扱い方が大きく巧みで、非常に興味を惹く工夫があると

思います。一方、帝国書院は、８３ページのように、「地図をみる目」を

設け、地図から読み取れる、着目したい点を提示して、基本的な事項を確

認させるような配慮があります。また、８８ページのように、「やってみ

よう」を設けることによって、資料活用や地図を読み解く力を身につけ、

発展的な活動につながるようにしています。 

 

澤田委員 

なるほど、地図を眺めるだけでなく、そこから何を読み取るかというこ

とに目を向けさせるようにしている感じがしますね。確かに工夫がされて

いると思います。 

 

岸選定委員 

はい、そう思います。 

 

和田教育長 

ほかに質問はございませんか。 

 

嘉名委員 

答申の中にも書いてあるのですが、この地図について、私はやや気にな

りました。帝国書院の３１・３２ページの地図なのですが、見た時、直ぐ

にはどこの地図かよく分からなかったものです。画面に映してもらえます

か。 

これは、ひっくり返してみると、見慣れた配置の日本地図になるんです。 

 

阪谷委員 

これはおもしろいですね。私たちはふだん、北が上の地図が当たり前の

ように思っていますけど、これはタイトルにもあるように、大陸側から見
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た日本ですよね。これを見ると、東アジアとの位置関係がよくわかります

ね。昔の交易のルート、大陸や半島との関係性が見て取れる、いい資料じ

ゃないですか。 

 

澤田委員 

ほう、このように見ると、確かに日本と大陸が近いですよね。歴史の授

業でぜひ取り上げたらいいですね。 

 

岸選定委員 

そうですね。 

 

和田教育長 

では、地図について採択してよろしいですか。地図の見やすさ、地図か

ら読み取れることを導き出すような配慮、ひと工夫ある地図など、帝国書

院の方が適当という意見が多いようですが、いかがでしょうか。 

 

委員一同 

異議なし。 

 

和田教育長 

では、地図については、帝国書院を採択いたします。 

 引き続いて、外国語科について、審議を始めます。選定委員から報告し

てください。 

 

岸選定委員 

 （別冊資料に基づき説明） 

中学校教科用図書外国語科の選定結果について報告いたします。 

調査対象は東京書籍、開隆堂、学校図書、三省堂、教育出版社、光村図書

の６社となります。では、各選定の調査ごとに、特に特長のある内容につ

いて報告いたします。 

 まず、Ｂの（４）についてですが、どの教科書も人権問題などに触れた
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教材を取り入れています。その中でも、東京書籍３年３４ページをご覧く

ださい。フェアトレードについて扱っており、社会のしくみと人権につい

て生徒にもわかりやすく理解できるよう工夫されています。また、同じく

東京書籍２年９６ページをご覧ください。視覚障がいのある主人公を中心

にして、その生い立ちから家族の思いや自尊感情について学ぶことができ

る題材が取り扱われています。一方、開隆堂３年の８４ページをご覧くだ

さい。マララさんの国連でのスピーチを題材に取り扱っており、教育につ

いて深く考えるきっかけになる教材が取り上げられています。また、開隆

堂２年の７６ページをご覧ください。日本とトルコの歴史から、国際社会

の中で両国が互いに認め合い、助け合う姿について取り上げられておりま

す。 

 次に、Ｃの（１）についてですが、開隆堂１年１３ページをご覧くださ

い。友だちにインタビューしてサインをもらうなど、小学校で取り組んで

きた外国語活動の学習内容と同じものからスタートできるように設定さ

れています。また同じく開隆堂１年６ページをご覧ください。「場面に合

わせて友だちや先生と大きな声でやりとりをしましょう。」とコミュニケ

ーションの活動から始まるように設定されています。 

 続いてＣの（４）についてです。三省堂２年７６ページにおいて職業体

験先に自己紹介の手紙を書く内容が取り扱われています。さらに、三省堂

２年９２ページでは、グラフの活用について説明文のリーディングを通し

て取り上げられています。 

 次に、Ｄの（２）について、三省堂２年６４ページをご覧ください。好

きな国についてのエッセイを書くために、調べたり、友だちと話し合った

りする多様な学習活動が設定されています。また、同じく三省堂１年１２

４ページでは、自分にとって大切なものを紹介するために、アイディアマ

ップを作成し、友だちとのインタビューやＳｈｏｗ ＆ Ｔｅｌｌの原稿作

成など、総合的な学習活動が設定されています。 

 次に、Ｄの（４）について、開隆堂２年の３６ページから３９ページを

ご覧ください。＂Ｍｙ Ｐｒｏｊｅｃｔ＂では、年間３回４技能を関連づ

けながら、スピーキングやライティングなどの表現力を伸ばすように工夫

されています。他の教科書でも、年間３～４回同じような学習が設定され
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ています。開隆堂３年の３ページをご覧ください。各学年に「Ｔｒｙ（耳

と口で覚えた表現を使って友だちとコミュニケーション活動をしましょ

う。）」の設定があり、この部分が、耳と口で覚えた表現を使って友だち

とコミュニケーション活動をするための課題であることを明確に表示し

ています。 

 次に、Ｄの（５）についてですが、開隆堂３年９ページをご覧ください。

ページ番号付近に「音読」というマークがあり、本文を音読するごとに、

色をぬれるような工夫があります。これは、全ての学年に共通して設定さ

れています。 

 また、開隆堂１年の巻末ページをご覧ください。英語で「できるように

なったこと」リストすなわちＣａｎ－Ｄｏ（キャンドゥ）リストが全ての

学年の巻末に設定されています。 

Ｃａｎ－Ｄｏ（キャンドゥ）リストは、三省堂１年巻末ページおよび教

育出版社１年巻末ページにもあります。開隆堂は、３ヶ月ごとに年間４回

自己評価できるように設定されています。３学年が色分けされており、詳

しく書かれております。 

  以上で、外国語科選定報告を終わります。 

 

和田教育長 

外国語科について、質問をお願いします。 

 

柴委員 

今年度から、本市では、小学１年生から英語の授業をスタートしました。

小学１年生の子どもたちが中学校に入学するのは少し先になりますが、小

学校の外国語活動とつながりを持つ教科書が本市にはふさわしいと言え

そうですね。そのような教科書はありますか。 

 

岸選定委員 

 小学校で英語を学んだ生徒は、あいさつや簡単な会話を音声で習得して

います。特に聞く・話すというコミュニケーション能力を身につけて、中

学に入学する生徒が多いことが本市の特徴です。 
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東京書籍１年４ページでは、絵とＣＤなどから聞く活動から、小学校で

学んだ表現を活かせるようになっております。三省堂、学校図書も同様に

絵と聞く活動からスタートしています。小学校で慣れた活動から学習が始

まっています。 

 

阪谷委員 

 小学校で慣れた活動は、安心感があるかもしれませんが、他市と違い、

英語をたくさん学んできた本市の生徒には新鮮味がないのではないでし

ょうか。ＣＤを聞くだけでなく、もっとふさわしいものはありませんか。 

 

岸選定委員 

 開隆堂１年６ページをご覧ください。具体的な場面に空白の吹き出しを

つけることで、コミュニケーション場面をイメージさせております。「場

面に合わせて友だちや先生と大きな声でやりとりをしましょう。」とあり、

生徒が小学校で学んだ英語を会話する活動から設定しており、本市の実態

に合っていると言えます。 

 

澤田委員 

 私は私学の高校で短期留学を高校生にさせる話を聞いたことがありま

す。留学すれば、３週間ほどで英会話をマスターして話せる子もいるよう

です。ところが、日本の高校生は「日本の国のこと」や「日本の伝統文化」

を聞かれると、話せなくて黙ってしまう。いくら、話す・聞くといった技

能があっても、日本の文化を知らなければコミュニケーションはとれない

のです。日本の文化や生活を語れることが大事だと思うのですが、そのよ

うな教科書はありますか。 

 

岸選定委員 

 答申Ｂの（１）にありますように、どの教科書も、日本の文化について

は必ず複数取り扱われています。その中でも、開隆堂２年４０ページから

４３ページをご覧ください。落語の小話が２つのっています。落語につい

て取り扱っている教科書は他にもありますが、開隆堂では、生徒が英語で
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小話を演じるようになっており、日本文化を知るだけでなく、身に着ける

ことができるようになっております。 

 

嘉名委員 

 ところで、英語では、４技能をバランスよく学習することと、基礎・基

本の確実な定着が重要であると思います。コミュニケーション能力は大切

ですが、一方で、学力として英語を身につけてほしいものです。この二つ

のバランスが、本市の実態にあっている教科書はありますか。 

   

岸選定委員 

 すべての教科書において、本文（読む）と対話練習やリスニングなど（書

く・聞く・話す）という構成になっており、４技能が見開きページで学習

できるようになっています。その中で、開隆堂１年６８ページをご覧くだ

さい。「Ｔｒｙ（耳と口で覚えた表現を使って友だちとコミュニケーショ

ン活動をしましょう。）」という学習を設定し、コミュニケーション活動を

設定しています。 

 

和田教育長 

実際のところ、本市の生徒の英語の能力はどれくらいですか。事務局、

わかる範囲で答えてくれますか。 

 

小池指導主事 

使える英語プロジェクト事業実践研究校における英語能力判定テスト

の結果によりますと、英検３級相当の能力を持つ生徒が大阪府は約３４％

ですが、本市の生徒は約４６％と府に対してプラス１２％の結果となって

おります。 

また、「英語の授業が好きだ。」と答えた生徒は、府が約６０％に対して

本市の生徒は約８０％とプラス２０％。また、「学校以外の場所でも外国

の人に自分の考えや意見を英語で伝えることができると思う。」と答えた

生徒は、府が約４０％であったのに対して、本市の生徒は７０％という結

果でした。 
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澤田委員 

やはり小学校からの英語学習により効果が表れてきているのですね。開

隆堂のように、コミュニケーション活動を重視しているのは、やはり本市

の生徒の現状に、あっていると思います。 

 

嘉名委員 

 小学校の卒業式を見たとき、記念品として英語の辞書が渡されていまし

た。 

教科書が変わると、辞書もそれに合わせて変わるのでしょうか。事務局

から説明をお願いします。 

 

小池指導主事 

本市では、卒業記念品として、英和辞典を全ての小学生に贈っています。 

そのときに渡す辞書は、選定された教科書と同じ出版社のものを用意して

います。現在は、開隆堂の教科書ですので、開隆堂の辞書を贈っています。

生徒一人ひとりにとって、少しでも使いやすく、英語の学習を充実させて

ほしいという願いがあるからです。 

 

和田教育長 

 では、このあたりで、外国語科の教科書の採択に移ります。これまでの

話を聞いていると、本市の生徒の実態から開隆堂がふさわしいようですが、

みなさんはどうですか。 

 

委員一同 

 異議なし。 

 

和田教育長 

それでは、外国語科は開隆堂を採択します。 

引き続いて、数学科について、審議を始めます。選定委員から報告して

ください。 
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松本選定委員 

（別冊資料に基づき説明） 

中学校教科用図書数学科選定結果について報告いたします。 

調査対象は、東京書籍、大日本図書、学校図書、数研出版、啓林館、教育

出版社、日本文教出版の７社となります。観点別に特長のあるところを述

べます。 

 まず、Ｂの（１）についてです。東京書籍２年２１０ページをご覧く

ださい。このように東書ではインデックス「数学の歴史」を設けていま

す。また、東京書籍では、２年後ろ見開きにありますように「数学を切

りひらいた日本人」が紹介されています。啓林館では３年２５６ページ

にありますように「伝統・文化」のマークを記載し、ここでは「算額」

について取り扱っています。 

次に、Ｂの（２）について、東京書籍２年２０２ページをご覧くださ

い。東書では、「生活・経済・文化・科学」にチェックを入れ、実社会と

のつながりが分かるよう工夫されています。大日本図書２年３６ページ

をご覧ください。大日本図書では、「社会にリンク」で、「数学を活用し

て社会で活躍している人」が掲載され、数学が身近に感じることができ

るよう工夫されています。啓林館３年２５０、２５１ページの右上をご

覧ください。ここには、「日常生活・思考力」と提示されています。この

ように啓林館では、数学の学習が生活とつながっていることが意識でき

るよう工夫されています。また、日本文教出版１年２６０、２６１ペー

ジをご覧ください。日本文教出版では数学研究室に「防災」「健康」のマ

ークをつけ、生活と数学との関連について取り上げられています。 

 続きまして、Ｃの（１）についてです。啓林館では、１年別冊３１ペ

ージにありますように、各章ごとに関連のある算数の学びについて学年を

示し、小学校での学びとのつながりが明確にされています。また、教育出

版社１年後ろ見返しをご覧ください。教育出版社では「小学算数のまとめ」

に小学校と中学校の学習内容のつながりがわかるように工夫されていま

す。日本文教出版、１年１１９ページをご覧ください。日本文教出版では

各章の前に「～を学ぶ前に」が設定されており、特に１年生では「小学校

算数」との関連がわかるよう工夫されています。 
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続きまして、Ｄの（２）についてです。３社に特長が見られます。東京

書籍２年７９、８０ページをご覧ください。東書ではこのように「学び合

い」のページを設け、問題解決学習の流れを提示し、自分で考え、友だち

と伝え合い、学習を深める方法について提示されています。大日本図書で

は２年７ページにありますように、各学年に「数学の世界へようこそ」の

ページを設け、問題解決学習の流れについて学ぶことができるよう工夫さ

れています。また大日本図書２年１３７ページをご覧ください。大日本図

書では「研究をしよう」のページを設け、研究の進め方についても記載さ

れています。啓林館１年別冊３４、３５ページをご覧ください。啓林館で

は「自由研究に取り組もう」を設け、２ページにわたって「研究の進め方」

を紹介しています。 

続いてＤの（３）についてです。学校図書２年８、９ページをご覧くだ

さい。このように、学校図書では、子どもたちが自分の考えを進めること

ができるよう「数学で使われる考え方」が紹介されています。啓林館３年

９ページにありますように、啓林館では「数学の見方・考え方にも目を向

けよう」で、数学で大切にしている考え方を紹介しています。また教育出

版社１年２６２、２６３ページをご覧ください。教育出版社でも、「数学

で大切にしたい考え方」について取り扱われています。 

 最後にＤの（５）についてです。東京書籍、学校図書、啓林館、日本文

教出版に特長が見られますが、特に東京書籍３年２１２ページをご覧くだ

さい。東京書籍では、３年間の学びのつながりを自分で確かめることがで

きるように工夫されています。        

 以上、数学科の選定報告を終わります。 

 

和田教育長 

 数学科について、ご意見、ご質問はございませんか。 

 

柴委員 

 算数・数学というのは子どもたちがつまずきやすい教科です。初めて学

ぶ「数学」なので、できるだけつまずかないようにしてあげたいですね。

もし分からないところがあったら、どこに戻って何を学び直したらよいの
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か、子どもたち自身が小中のつながりがわかるような工夫がされている教

科書はあるのでしょうか。 

 

松本選定委員 

７社とも小中のつながりが生徒にもわかるように、配慮されています。

先ほども述べましたが、特長が見られるのは３社です。啓林館１年別冊３

１ページをご覧ください。啓林館では、このように算数科で学んだ学年を

提示し、小学校との学びのつながりが明確にされています。また、教育出

版社１年後ろ見返しをご覧ください。教育出版社では「小学算数のまとめ」

と中学１年の学習内容のつながりをチャートで表し、小中のつながりがわ

かるように工夫されています。日本文教出版１年１１９ページをご覧くだ

さい。日本文教出版では各章の前に「～を学ぶ前に」が設定されており、

特に１年生では「小学校算数」との関連がわかるよう工夫されています。 

 

柴委員 

 なるほど。私は中学生のとき「算数」と「数学」はかけ離れたものだと

思っていました。こうしてみると、「算数」と「数学」がつながっている

ことがよくわかります。子どもたちも「なんだ、小学校でよく似たことを

勉強したことある！」って思うでしょうね。 

 

阪谷委員 

 小学校の教科書採択の時は「算数的活動」が重要視されていました。中

学校では「数学的活動」ですよね。確か、前回の学習指導要領改訂の時に

「算数的活動」や「数学的活動」が重要視されたことを覚えているのです

が、今回の教科書ではどのように扱われていますか。 

 

松本選定委員 

 「数学的活動」についてはどの教科書も様々な単元において扱われてい

ます。数学的活動の中でも教科書によってアプローチの仕方に違いがあり

ます。その点について、２年生の「多角形の外角の和」を例に報告させて

いただきます。 
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「学習指導要領における［数学的活動］（１）（ア）」では、既習の数学

を基にして、数や図形の性質などを見いだし、発展させる活動となってお

ります。これは学校図書の２年１１７ページです。このように大日本図書、

学校図書、啓林館、教育出版社の４社につきましては、前時の学習、「五

角形の内角の和を帰納的に求めること」に加えて、さらに本時でも帰納的

に活動をさせた後、演繹的に考え説明するよう取り扱われています。一方、

これは数研出版の２年１０８ページです。このように、東京書籍、数研出

版、日本文教出版の３社につきましては、前時の学習（五角形の内角の和）

を帰納的活動としてとらえ、本時は前時の帰納的活動を活用して演繹的に

扱うことから始めています。 

   

阪谷委員 

 なるほど。「考える」という活動でもアプローチの仕方に違いがあるの

ですね。 

 

柴委員 

 一概には言えないかもしれませんが、この学習場面で言うと、本市の子

どもたちにはどちらのアプローチの仕方が合っているのでしょうか。松本

選定委員は数学を専門とされる教員でいらっしゃいますが、どのように思

われますか。 

  

松本選定委員 

 はい、柴委員がおっしゃるように一概には言えないと思いますが、私な

ら復習も兼ねて丁寧に帰納的な考え方から授業に入ると思います。 

 

和田教育長 

繰り返して学ぶことで、きちんと身に付けるという意味では、いきなり

演繹的な考え方に入るよりいいかもしれませんね。ところで、本市の子ど

もたちの課題は、やはり「活用力」と「表現力」です。体験的な活動や問

題解決的な活動を通して、それらを学ぶことができるような教科書はあり

ますか。 
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松本選定委員 

 はい。活用力や表現力を育てるための問題解決的な学習については、東

京書、大日本図書、啓林館に特長が見られます。東京書籍２年７９、８０

ページをご覧ください。東京書籍では、１つの教材を例に、問題解決的な

学習の流れを示しています。１、２年生では３ヶ所、３年生には２ヶ所、

「学び合い」のページが設定されているところに特長があるといえます。

大日本図書２年７ページでご覧ください。大日本図書では、一般的な学習

の進め方として「問題解決的な学習」の流れを紹介しています。また同じ

く大日本図書２年１３７ページをご覧ください。このように大日本図書で

は全学年で「研究の仕方」についても紹介しています。啓林館は、別冊１

年３４、３５ページをご覧ください。 

啓林館では「自由研究に取り組もう」で研究の進め方を２ページにわた

って大きく取り扱っています。 

 

澤田委員 

 なるほど。自由研究で問題解決的な学習に取組まそうという工夫ですね。 

 

嘉名委員 

 普段大学生と接しているのですが、学生の中には「レポートを書く」と

いっても何をどう書いてよいのかわからないという学生もいます。「研究

って何？」「どうするの？」という学生もいるくらいです。自分で課題を

見つけ、それを明確にする。そんなふうに自分で学びを進めることに対し

て、大学生でもそんな状態ですから、中学生もそうではないでしょうか。 

 

澤田委員 

 そうですね。「自由研究」と言われても何をどうしてよいのかわからな

い子どもたちは少なくないと思います。結局、学び方がわからないんです

ね。「学び方を学ぶ」という意味では、「自由研究」に取り組む、また、取

り組めるようにガイダンスしてくれているのはいいですね。数学だけにと

どまらず、他教科にも活用できるでしょうし…。 
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嘉名委員 

 数学で学んだことを活かして、新たな学びを広げていくことができるわ

けですね。 

 

和田教育長 

「学ぶ」のは学校だけではないですからね。学校を卒業して社会に出て

からも「学び続ける人」を育てたいですね。そういった意味で、教科から

の発展として自由研究を取り上げ、「学び方を学ぶ」ことができるよう配

慮されているのはいいですね。 

 

柴委員 

 ところで、最近「アクティブラーニング」という言葉をよく耳にするの

ですが、「子どもたちが主体的に学ぶ」ということですよね。「主体的に学

ぶ」という観点でみて、特長のある教科書はあるのでしょうか。 

 

松本選定委員 

 子どもが主体的に考える題材として啓林館だけが他社と少し違った取

り上げ方をしている箇所がありますので、紹介します。３年生の関数「ｙ

＝ａｘ２の値の増減と変域」のところです。 啓林館３年９９ページをご

覧ください。啓林館では、まず、２年生で学んだ一次関数の増減の様子を

ふりかえっています。次に、そのふりかえりをもとにして、ｙ＝ｘ２とｙ

＝－ｘ２を提示し、子どもたちに増減の様子を考えさせています。一次関

数との類比や対比を通して、場合わけの必要性に気づかせ、次ページで「ｙ

＝ａｘ２」のグラフ、ａ＞０について例示しています。そして、その例示

をもとに、「ｙ＝ａｘ２」でａ＜０の場合を、空欄をうめる形で表現させて

います。 

 東京書籍の３年の１０２ページもご覧ください。東京書籍ではまず、ⅹ

の値が－３から３まで増加するときのｙの値の変化について求めさせて

います。その後は、啓林館と同じような進め方になっています。 
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阪谷委員 

 東京書籍では、こんな風に具体的な数値を与えているのですね。 

 

松本選定委員 

はい、おっしゃる通りです。考える場面を意図的に作りだそうとしてい

るのは、やはり啓林館です。啓林館は「ｙ＝ａｘ２」の値の増減のようす

について、まず子どもたちに考えさせています。他社は東京書籍のように

具体的にｙの値を求めさせたり、最初から ｘ＞０、ｘ＜０、ｘ＝０の時

というように場合分けを示したりしています。 

 

阪谷委員 

 でも、啓林館のような入り方は難しいのではないですか。私は「場合分

け」というのは子どもたちにとっては難しいことだと思います。東京書籍

のように、ｘの値が「－３から３まで」と言われたら、子どもたちは－３

の時、－２のときと一つずつ確かめることができるのではないでしょうか。 

 

嘉名委員 

 帰納的に確かめるとか大切なところを丁寧に教えるという面では東京

書籍のような扱い方はいいかもしれないですね。だけど、若い教員が増加

している中で、それは「教え込み」のような形になってしまわないでしょ

うか。どうも与えられた数値だけをあてはめて考えるような印象があるん

です。子どもたちが与えられた数値で考えるのではなく、啓林館のように、

「考えてみましょう」って問いかけられたら、子どもたちは「んっ？」と

悩むかもしれません。そのことに対して、みんなで額を寄せ合って意見を

交わし、解決する。その過程が大事なのではないでしょうか。 

 

柴委員 

 そういうところが、本当の意味で子どもたちの「主体的な学び」なのか

もしれませんね。ところで、現場の教員からは、啓林館の教科書が使いに

くいという声もあるように聞いておりますが。 
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松本選定委員 

 東京書籍の方がすっきり見やすく編集されている感じがあります。逆に

啓林館の方は、いろいろ考えさせる要素があるので、その辺りが経験の浅

い先生にとっては、取り扱いが難しいという意見もあります。 

 

澤田委員 

これから社会に出たときに本当に必要な力というのは、問題を解くこと

ができるということではないはずです。いろいろな問題場面に遭遇したと

きに何が課題なのかを明確にし、既習事項を活用して解決しようとする、

それも他者と関わりながら、どんな困難からも逃げないで、主体的に生き

る「ひと」を育てたいですね。これからは、数学の授業でも、「子どもの

力を活かした主体的な学び方を取り入れた学習」を取り入れていってほし

いものです。一方、本市の生徒の学力テストの結果も気になります。昨年

度の学力・学習状況調査の数学の結果はどうだったのですか。 

 

和田教育長 

 数学の結果は、正答率が大阪府平均よりも５ポイント位上回っていて、

全国平均よりも、まだよかったと思いますよ。４年前に啓林館の教科書に

変更したところですし、「数学的活動を取り入れながら丁寧に基礎・基本

を学ぶ」ことや「主体的に学ぶ工夫」などを考慮すると、啓林館がふさわ

しいと思うのですが、みなさんはどうですか。 

 

委員一同 

異議なし。 

 

和田教育長 

それでは、数学科は啓林館を採択いたします。 

次に、美術について審議に入ります。選定委員から美術について報告し

てください。 
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松本選定委員 

（別冊資料に基づき説明） 

中学校教科用図書、美術科の調査結果について報告いたします。調査対

象は、開隆堂、光村図書、日本文教出版の３社となります。 

では、各調査の観点ごとに、特長のある内容について報告いたします。 

Ａの（１）について、光村図書と日本文教出版で、各単元の冒頭に目標

や学習のめあてなどを明示し、見通しを持った学習活動ができるように配

慮されています。これは、日本文教出版の例です。 

Ａの（２）では、光村図書２・３年４０ページのように各巻で作品に関

連した詩を随所に配置することで、表現活動の多様性に気づかせるととも

に、言語活動へのつながりも意識させています。 

Ｂの（１）について、日本文教出版では、２・３年下２４ページから２

９ページの「刻まれた祈り」の部分で、仏像の種類と様式がわかるように、

たくさんの種類の仏像を掲載して鑑賞しやすくしており、また、妙法院蓮

華王院、いわゆる三十三間堂の堂内の様子の迫力ある構図は、建築物内部

の雰囲気も感じ取ることができ、本市に多数ある仏像彫刻への関心を高め

る絶好の題材となっています。 

Ｂの（２）では、光村図書２・３年５ページから７ページの「朝起きて

から夜眠るまでの美術」のように、美術と生活とのかかわりを意識させ、

生活の中に根差したデザイン、いわゆる工業デザイン的なもの、その中に

含まれる芸術性に気づくよう工夫されています。 

Ｃの（３）について、開隆堂では、２・３年３８ページから４３ページ

の「絵巻物の世界」のように、複数のページにわたって１巻すべてを掲載

し、しかも、右から左に読み進められる工夫がされています。 

Ｄの（２）について、開隆堂は、２・３年７１ページのようにブレイン

ストーミングやマインドマップの手法を取り上げ、人に伝えたいことを表

現するまでのプロセスが分かるように工夫されています。 

Ｄの（３）では、日本文教出版１年３７ページで、生徒の身近なマンガ

の代表的な技法である、音声を文字で表現するオノマトペのデザインを取

り上げ、生徒の関心意欲を高めるよう工夫されています。 

Ｄの（４）について、光村図書では、１年１５ページのように「作者の
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言葉」が作品の傍らに、目につくマークとともに付記されていることによ

り、鑑賞教材として取り扱う際にも作者の心情や制作の意図を伝える手立

てとなり、言語活動の充実につながるよう工夫がされています。また、日

本文教出版では、１年１８ページのように作品を鑑賞する際に、生徒が思

いを言語化するためのキーワードを例示する工夫がされています。 

Ｅの（１）について、日本文教出版は、２・３年上６、７ページのよう

にＡ４ワイド判の大きさを生かし、見開きで作品を配置したり、裁断いっ

ぱいのところまで写真を掲載したりしているので、見た目に迫力が出るよ

う工夫されています。 

以上で調査報告を終わります。 

 

和田教育長 

 では、美術科についてご質問願います。 

 

柴委員 

どの教科書も美しい芸術作品をたくさん掲載していますね。これだけた

くさんの作品を見た生徒たちは、さぞや創作意欲を掻き立てられるのでし

ょうね。 

 

阪谷委員 

私は、生徒が作品をつくりあげるには、もちろん技法や知識は必要でし

ょうが、自らの感覚や頭の中で想像したことを表現したいという気持ちが

一番大切だと思います。技術的に優れているに越したことはないですが、

意欲的に取り組むというのがいいと思うのですが、各社で何か違いはある

のですか。 

 

松本選定委員 

はい、まず、技術的な面からいくと、光村図書と日本文教出版が、それ

ぞれ巻末に様々な技法や素材の生かし方、色彩に関する事柄などを豊富に

掲載し、知識や技能を習得できるよう工夫されています。例えば、日本文

教出版１年５７～５９ページの折り込み部分のように、モダンテクニック
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などを集中して紹介しています。また、光村図書は、１年５０、５１ペー

ジのように、絵の具の素材の違いから技法まで詳しく掲載しています。 

 

阪谷委員 

なるほど、技術の習得には十分だということですね。しかし、先ほど、

気持ちとか、意欲とか、形にならないものも大切だということをお伝えし

ましたが、そのようなことはどうでしょうか。 

 

松本選定委員 

はい、素晴らしい芸術作品を見て自らのイメージを膨らますことは大切

ですが、同時に、自分でもできそうだという期待感を持たせることも大事

だと思います。各社とも、生徒作品を多く掲載していますが、日本文教出

版は、Ａ４ワイド判の大画面の利点を生かし、例えば２・３年下８、９ペ

ージのように、プロの作家と生徒作品を同じページの中に制作風景も交え

て巧みにレイアウトし、参考になるようにすることで、「自分もこんな作

品を完成させるぞ」という意欲を持たせることにつながって、とても効果

的だと思います。 

 

澤田委員 

そういえば、ほかの２社に比べて日本文教出版だけ教科書が大きいです

よね。 

 

松本選定委員 

はい、３社を比べると、日本文教出版の１社だけＡ４ワイド判にしてい

ます。そうすることで、他社と比較して、全体的にゆったりと見やすいレ

イアウトになっています。美術作品を鑑賞する際にも、全体を大きくする

と作品そのもののサイズも大きくなって迫力が出ます。加えて、写真、図

版、説明語句などのバランスを取るためには、このように余裕のある大き

さが必要だと思います。 
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澤田委員 

なるほど、大きさも含め、このような仕掛けをすることが、創作意欲を

持たせることにつながりそうですね。よくわかりました。 

 

和田教育長 

本市の教育の重点である「伝統文化を大切にしたふるさとのつながり」

という観点については、美術科においても大切にしたいところですよね。

各社それぞれ工夫があると思うのですが、日本の伝統文化についての取り

扱い方はいかがですか。 

 

松本選定委員 

はい、各社とも日本の伝統文化については工夫を凝らし、浮世絵や墨絵、

蒔絵、螺鈿細工、屏風絵など、日本が誇る芸術作品を多く取り上げていま

す。中でも、光村図書は、１年２２ページからの「風神・雷神」をモチー

フにした作品について、彫刻と屏風絵という、違う技法の作品を対比させ、

それぞれの芸術性に気付かせるよう配慮されています。俵屋宗達の屏風絵

はその迫力と共に、色の再現性の高さは評価できます。日本文教出版につ

いては、仏教美術の分野では他社より秀でています。報告の中にもあった

のですが、２・３年下２４、２５ページに掲載されている仏像について、

その中のいくつかは細部まで観察できるように、全体の様子がよくわかる

全身像と、顔の表情がよく分かる分身像を同じページに掲載しています。

三十三間堂の迫力ある写真は、先ほどお見せしたので印象に残っておられ

ると思います。また、２・３年下５５ページには、仏像の種類や各部位の

意味も詳しく掲載しているので、より興味深く鑑賞できると思います。 

 

柴委員 

本市には多くの仏教美術がありますからね。こういう説明があると、お

寺などを訪れたときに、少し見方が変わるかもしれませんね。 

 

松本選定委員 

その通りだと思います。加えていうなら、仏像だけでなく建物や様々な
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伝統工芸品などを一括して掲載している日本文教出版の２・３年下４８・

４９ページのようなところが、日本の伝統文化を知るうえで、非常に効果

的だと思います。 

 

澤田委員 

これはいいですね。日本が誇る世界遺産など貴重な遺跡や文化遺産が掲

載されています。やっぱり日本が世界に誇る芸術ですよ。社会の教科書で

はなく、美術の教科書に載っているところがいいですよね。 

 

柴委員 

わたしは伝統工芸品がたくさん掲載されているところがいいと思いま

す。制作している様子が載っているところが、作っている人の気持ちが伝

わるものがあるかと思います。 

 

松本選定委員 

はい、まさにその通りだと思います。 

 

澤田委員 

 河内長野市は、文化財のまちですからね。ふるさと学でも伝統や文化に

目を向けさせ、郷土に誇りを持たせることを重視していますけど、そうい

った点では、日本文教出版は非常に興味を惹かれますね。 

 

和田教育長 

ほかに、何かお聞きになりたいことはありませんか。 

 

嘉名委員 

私は１社だけ、本文の中に違う紙質のものが折り込まれているのがある

のが気になりました。これは、日本文教出版ですよね。 

 

松本選定委員 

はい、先ほど伝統文化のところでご覧になった方もいらっしゃると思い
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ますが、実は、２・３年上の２３ページは墨絵についての紹介になってい

ますが、紙質を変えることで、墨絵本来の沈んだ、落ち着いた色調がよく

再現されていると思います。また、中面を見てみますと、浮世絵が２点、

原寸大で掲載されています。これらも、本来の多色木版の雰囲気がよくわ

かるよう工夫されているところだと思います。これは、洋紙ではなく、和

紙を使用しています。 

 

嘉名委員 

なるほど。この雰囲気は洋紙ではなかなか出ない「味」がありますよね。

よくわかりました。 

 

和田教育長 

他にご意見はありませんか。 

 

（委員より意見なし） 

 

和田教育長 

では、美術科について採択します。今までの議論をまとめると、技能の

習得だけでなく、生徒の意欲を高める工夫、日本文化や芸術を効果的に掲

載し、伝統を大切にする本市の教育目標との整合性、そして大きさや体裁、

和紙を使う工夫などから考えますと、日本文教出版が良いようですが、ど

うですか。 

 

委員一同 

 異議なし。 

 

和田教育長 

それでは、美術科は日本文教出版に決定します。 

引き続いて保健体育について審議を始めます。選定委員から保健体育科

について報告してください。 
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松本選定委員 

（別冊資料に基づき説明） 

中学校教科用図書、保健体育科の報告をいたします。 

選定の対象は、東京書籍、大日本図書、大修館、学研の４社となります。 

では、特長的な内容について報告させていただきます。 

Ａの（２）について、東京書籍口絵７、８ではプロサッカー選手の生活

スタイルを通して、摂取する食事が紹介されています。また、学研口絵４、

５では「集中力を高めたいとき」や「体重調整が必要なとき」など、生徒

が普段の生活のなかで興味に関連する内容が掲載されています。大日本図

書口絵５、６では食育に関連する内容が取り上げられています。 

Ｂの（４）について、東京書籍では、１３９ページの「読み物」のなか

で、「国際的なエイズの流行と対策」について紹介しています。大日本図書

では、１４５ページ、トピックスプラスのなかで、「レッドリボン運動」が

取り上げられており、エイズに対する差別や偏見をなくしていくメッセー

ジが写真とともに紹介されています。また学研では、２ページに「世界で

活躍する人たち」を掲載し、健康、安全、スポーツの分野において、日本

国外で活躍する日本人が紹介されています。 

次にＤの（１）について大修館の巻末ページに「体のつくりと働き」の

図を掲載しており、体の部分の名称とともに各器官などの働きが記載され

ています。学研１８ページでは、「プラス」では追加して考えたり、調べた

りすることが記載されています。 

Ｄの（２）では、学研は、７０、７１ページのように「もっと広げる深

める」を掲載し、生徒の興味関心に応じて取り組むことができる教材を取

り扱っています。 

次にＤの（３）では３社とも、興味・関心・意欲につながる項目が見ら

れました。東京書籍７ページからご覧ください。ほぼ全ページにわたって

学習に関連したクイズが出され、次のページでは解答と解説になっていま

す。大日本図書では、５ページ下方にあるような「ミニ知識」のなかで、

学習に関連した情報が取り扱われています。学研では、１２ページ下方な

どのように、「情報サプリ」で発展した内容を伝える部分があります。 

Ｄの（４）について、学研では、１２４ページ、１２５ページのように
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「探究しようよ」のなかで、活用力や表現力を高めるための学習が、取り

扱われています。 

Ｄの（５）について東京書籍では、１６５ページから「キーワードの解

説」が掲載されており、習得すべき知識についてまとめられています。 ま

た、大日本図書では、１８ページのように「学習のまとめ」が設定されて

おり、重要語句や学習の要点が掲載されています。 

同様に学研でも５４ページのように「章のまとめ」が設定されており、

ふりかえりやすく工夫されています。 

以上で、保健体育の報告を終わります。 

 

和田委員長 

ただ今、答申を報告いただきましたが、質問はありませんか。 

  

澤田委員 

体力向上や健康の保持増進については、一時的な取り組みでは解決でき

ません。小学校から中学校へと長い時間をかけて、積み上げていく課題で

あると思います。加えて、本市では、小中一貫教育を推進していますよね。

小学校と中学校との連続性という観点で優れた教科書はありますか。 

 

松本選定委員 

はい。この観点では、東京書籍と学研に特長が見られます。東京書籍の

５ページと学研の５６ページをご覧ください。２社ともに、小学校での既

習事項が掲載されています。生徒はこの記述を読んで、小学校で習得した

ことを思い起こし、新しい学習へつなげていくことができます。 

 

澤田委員 

小学校で学習した内容にくわえて、高校で学習することも記載されてい

るのですね。 

 

松本選定委員 

はい。最初にあったように、体力の向上や健康の保持増進という課題は、
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中学校時代だけで解決するものではありません。生活習慣病や体力・運動

習慣の必要性など、高校になっても学習することについても掲載されてい

ます。 

 

阪谷委員 

なるほど。よくわかりました。ところで、本市では伝統文化を大切にし

た教育の推進にも取り組んでいます。保健体育の学習でも、この点で、特

長的な教科書はありましたか。 

 

松本選定委員 

伝統文化も関連付けて、紹介されています。学研の５７ページをご覧く

ださい。「稲村の火」で知られる濱口梧陵氏が紹介されています。また、学

研１５９ページには、柔道の創始者、嘉納治五郎氏が紹介されています。

本市の中学校武道は柔道ですから、つながりがあります。このように、学

研では、各章の導入ページに過去の偉人の功績を紹介するコーナーがあり

ます。 

 

阪谷委員 

こうしたコラムを読み、功績を残してきた偉人の事を知ることで、幅広

い教養を身につけることができますね。同じページに職業も紹介されてい

ます。キャリア教育にもつながりそうですね。 

 

嘉名委員 

ところで、最近、身近なところでＡＥＤを見かけることが多くなりまし

た。以前、大阪府内の高校生がＡＥＤがあったことで、命を取り留めた事

例がありました。また、本市ではプール指導時の事故が生起したこともあ

り、心肺蘇生法を含めた応急手当については非常に大切な学習事項である

と考えますが、この観点で優れている教科書はありませんか。 

 

松本選定委員 

はい。４社とも「応急手当の基本」「心肺蘇生」などの単元が設けられて
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いて、使い方を丁寧に説明されています。東京書籍７８ページをご覧くだ

さい。応急手当の意義だけでなく、応急手当てによって救われた命のコラ

ムや８０ページのように、心肺蘇生法の手順まで載せています。大日本図

書１０２ページをご覧ください。生徒に心肺蘇生法をよりわかりやすくす

るために流れが、見開き２ページ分に収められています。また、説明に写

真を加える工夫がなされています。大修館も１００ページから、応急手当

や心肺蘇生法について説明されています。１０７ページの「チャレンジ」

を使って実習内容を細かく示されています。学研は、７２ページから７７

ページにわたって掲載されています。 

 

嘉名委員 

中学生でも「できることがある」ということを増やしておくと、いざと

いう時に、役に立つでしょうね。生きる力にもつながるのでしょうね。 

また、心肺蘇生法については、知識として理解できていても、とっさの

ときには、なかなか声が出なかったり、体が動かなかったりと聞きます。

このような実習を繰り返し経験し、知識と体験を結びつけておかないと本

当の意味で生きた知識とはならないですね。４社ともこのことについては、

きちんと取り扱っているようですが、その中でも、特に使いやすいのはど

の教科書ですか。 

 

松本選定委員 

 はい。学研７４ページから７７ページをご覧ください。写真や説明が順

序よく配置されています。また、７７ページのように、「チェックしながら

実習してみよう」が記載され、チェックシートを見ながらグループで実習

できる構成となっています。また、本市の職員も毎年ここに使われている

神奈川県川崎市消防局救急隊員の講習に準じた資料を活用して、ＡＥＤを

含む心肺蘇生の研修をしています。まさに、学研の資料と同じなのです。 

 

嘉名委員 

 なるほど、それで学研が使いやすいという判断なのですね。資料も見や

すいですし、教職員全員が学んでいる心肺蘇生法を学習するのはいいです
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ね。 

 

柴委員 

心肺蘇生法のような実習があればいいのですが、どうしても、保健の学

習は室内で座っての学習が中心になってしまいます。実習するといっても

毎時間というわけにはいかないですし、それだけでもいいとは思いません。

でも、習得した知識をいかに活用して、実生活に結びつけていくかが大切

であると考えます。そこで、「学び方」や「活用」という観点で優れた教科

書はありますか。 

 

松本選定委員 

 ４社とも「この教科書の使い方」などが、掲載されています。特に学研

では、６ページをご覧ください。授業の流れが明確になっています。また、

１２、１３ページもご覧ください。答申にも記載しておりますが、見開き

のこのページが１時間の学習となっております。１時間の学習の課題が示

され、「ウオームアップ」では、経験や今ある知識をもとに取り組み、本文

で学習し「エクササイズ」で考えたり、話し合ったり、調べたりする内容

になっています。「活用しよう」や「実習」を設け、授業の最後に、学習し

たことを、短い時間でまとめることができるように工夫されています。 

 

柴委員 

 なるほど。１時間の流れがわかりやすく、生徒にとって意欲的に取り組

める大きなポイントですね。学習した内容の問題がすぐに活用に生かしや

すくしているというのも、いいですね。 

 

松本選定委員 

 学研５４ページをご覧ください。どの教科書もふりかえりを設けていま

すが、章のまとめとして「用語の確認」「基礎の完成」「活用の問題」と構

成され、より丁寧だと思います。 
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和田教育長 

では、これまでの話から、学研がよりきめ細かく配慮されているとのこ

とですが、保健体育科は、学研を採択することでよろしいでしょうか。 

 

委員一同 

異議なし。 

 

和田教育長 

では、保健体育科は、学研を採択いたします。 

それでは、国語科の審議を行います。選定委員から国語科について報告

してください。 

 

岡田選定委員 

 （別冊資料に基づき説明） 

中学校教科用図書、国語科の選定報告をいたします。 

 選定の対象は、東京書籍、学校図書、三省堂、教育出版社、光村図書の

５社となります。 

Ａの（１）については、光村図書では、１年２１６ページのように読む

ことの教材の「学習」が「目標」「確認しよう」「自分の考えをもとう」「学

習を振り返る」など、活動のプロセスを示しながら指導事項を適切に取り

扱っています。 

Ｂの（１）について、東京書籍２年６０ページ「鰹節 世界に誇る伝統

食」や３年５２ページ「評価しながら聞こう」では、伝統文化や地域と関

連する教材が取り上げられています。 

また、光村図書１年１９０ページ「桜守三代」では、京都で代々桜を守

る人の生き方を紹介する教材を扱っています。 

Ｂの（４）について、光村図書では、３年１５８ページのように、「平和・

共生」をテーマとした教材を掲載しているのに加えて、３年１６８ページ

のように、社会の一員としての自覚を持たせるテーマ設定による話し合い

活動を取り扱っています。 

Ｃの（４）について、東京書籍は２年２１ページ、３年２１ページのよ
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うに短歌・俳句を第１単元に配置し、次単元で創作活動に広げられるよう

単元を構成しています。 

また、光村図書では、２年３４ページ、３年５４ページのように職場体

験や修学旅行を題材とした「書くこと」の単元が設定されており、本市中

学校の行事の時期と一致しており、体験と学習を関連付けることができま

す。 

Ｄの（１）について、学校図書１年８０ページのように、選択して学習

する教材には、新出漢字が使われておらず、生徒の自学に対して配慮され

ています。 

Ｄの（３）について、東京書籍では１年９ページから１６ページのよう

に１年間で学ぶべき内容が一覧にしてまとめられており、見通しを持って

学習を進められる工夫が見られます。 

三省堂は１年１８８ページのように「表現プラザ」において、即興劇や

超訳に取り組ませ、表現活動に楽しく取り組ませる工夫があります。 

光村図書は、１年１３ページからの導入単元で、アイスブレイクを取り

入れた仲間づくりにもつながる教材を設定し、中学校での学びに対する興

味や意欲を高めています。 

Ｄの（５）について、東京書籍では、２年２３３ページのように「学び

を支える言葉の力」があり、学習事項をまとめて掲載することにより、振

り返りに活用できる内容となっています。 

光村図書では、３年２１４ページのように「話す・聞く」「書く」学習の

振り返りに「次につなげよう」を設けており、他教科や生活の中で学習し

たことを活用することで定着を図る工夫が見られます。 

Ｅの（１）について、教育出版社では、２年２３３ページのように、地

図中への標記が色だけでなく、形の違いも取り入れることで、識別しやす

くなるような配慮が見られます。 

また、１ページ当たりの行数が少なく、行間を広く取っています。 

以上、５社の教科用図書についての調査結果報告を終わります。 

 

和田教育長 

 只今、答申を報告いただきましたが、質問はありませんか。 
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阪谷委員 

 答申を見ていくと東京書籍と光村図書の評価が高くなっているようです

ね。 

 今、東京書籍１年の表紙から１ページめくったところを見ているのです

が、「四季を楽しむ言葉」というのがありますね。鮮やかな写真とともに、

日本の四季を表わす言葉がたくさん載っていますね。 

 

柴委員 

 ２年、３年にも同様のページがありますよ。それに、２年では二十四節

気、３年では旬の食材も載っていますね。食材なんかは、生徒には身近な

ものですから、漢字で表記してあるとより一層、興味がわくのではないで

すかね。 

 

岡田選定委員 

 はい。このようなページは他の教科書にもあるのですが、最も多くの言

葉を掲載しているのが東京書籍です。阪谷委員からご指摘をいただいた１

年の教科書を１ページめくってみてください。詩が掲載されています。同

様に２年では日本独自の表現方法である短歌、３年では俳句が載せられて

います。これらの詩や短歌、俳句は、各単元の扉のページにも掲載されて

います。東京書籍３年１７ページをご覧ください。先ほどのページにある

俳句が美しい写真とともに掲載されています。３学年全ての単元の扉のペ

ージがこのような構成になっています。 

 

澤田委員 

 短歌や俳句は、日本人が確立した表現文化ですからね。よい構成だと思

います。ところで、中学校では本格的に古典を学ぶわけですが、東京書籍

ではそちらには何か特長があるのですか。 

 

岡田選定委員 

 古典教材の中に、折り込みのページがあります。東京書籍１年の１２９

ページから１３２ページをご覧ください。そこには絵巻物を写真で紹介し
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て、子どもたちのイメージを膨らませるような工夫が見られます。 

 また、東京書籍１年の２８６ページをご覧ください。ここには、古典の

名文の冒頭部分などが多く掲載されています。 

 

嘉名委員 

 古典には特有のリズムがありますよね。こうした名文は繰り返して読む

ことで、親しみがわき、いつの間にか覚えてしまいますよね。古典に親し

むということで考えれば、こうした名文に多く触れることは素晴らしい経

験となりますね。 

 

阪谷委員 

 「四季を楽しむ言葉」と合わせて考えると、東京書籍は多くの言葉や名

文に触れさせることで、知識をしっかりと身に付けさせる、いわば基礎基

本をしっかりと押さえようとしているように思われますね。 

 

岡田選定委員 

 おっしゃる通りだと思います。東京書籍では古典以外でも、１年２９９

ページのように「言葉を広げよう」で、たくさんの言葉を資料として掲載

し、読むことに活用したり、書くことなどの表現活動に活用したりできる

ようにしています。同じく東京書籍１年生の３０４ページからは新出漢字

の一覧になるのですが、ここでも用例を多く掲載することで、言葉を知識

として習得させていくことができる内容構成となっています。 

 また、巻末の資料編、１年２２９ページ以降をご覧ください。「学びを支

える言葉の力」が掲載されています。「話す・聞く」「書く」「読む」全てに

活用できる基礎的な知識や技能を身に付けることができる内容となってい

ます。 

 

和田教育長 

 ここには練習問題もありますね。それに、本編の「学びの扉」と関連付

けられているのですね。普段の学習から日常的に確認したり、ドリル的に

活用したりできる内容になりますね。実際に教科書を使う生徒と教員にと
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って、学ぶことが明確になっていますね。 

 

澤田委員 

 東京書籍のことばかり出てきているのですが、答申では光村図書も評価

が高いですね。光村図書についてはどうですか。 

 

岡田選定委員 

 では、光村図書１年の巻末をご覧ください。「色いろ言葉」があります。

一つの「緑」という色を表わすにでも、これだけたくさんの言い方がある

のかと思わされます。日本には四季がありますが、それぞれの季節の移り

変わりは日々微妙な変化です。そんな豊かな自然とともに生活してきた日

本人は言語においてもこうした微妙な違いを表現する言語文化を作り上げ

てきたのだとあらためて思わされます。 

 

嘉名委員 

 これはすばらしいですね。日本語の豊かさというか、繊細さというのか。

語彙力や表現力を付けるというだけではなく、日本人が豊かな自然ととも

に育んできた心の豊かさを伝えてくれる、感性を磨くような教材ですね。 

 

岡田選定委員 

 本市の教育において大切にしている「つながり」という点でも、特長が

あります。社会の中でのつながりやふるさととのつながりを意識させるよ

うな教材を扱っています。光村図書３年１６８ページをご覧ください。「話

し合って提案をまとめよう」とあるのですが、そのリードの文章を見てく

ださい。話し合っていくことがなぜ必要なのかということを生徒に伝えて

います。 

 

柴委員 

 １６９ページの「若者たちと交流したい」を読んでいると、本市では現

実的に取り組むべき問題となっていますね。取り扱っている題材が本市中

学３年生にも考えてほしいものですよ。 
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嘉名委員 

 光村図書１年の３６ページにある「書く」教材でも、取り上げられてい

るのは、幼いころから遊んでいた近所の公園ですね。例文を読んでいると

心が温かくなってきます。 

 

阪谷委員 

 ところで東京書籍では、多くの言葉や古典を掲載したりしているという

特長がありましたが、光村図書ではどうなのですか。 

 

岡田選定委員 

 光村図書の優れているところは、教材の配列でしょうか。光村図書１年

１４２ページと同じく３年１５５ページにはそれぞれ、古典の入門期とま

とめの時期に古典を解説した文章が掲載されています。古典を学び、過去

の人物や考え方とつながることで、自分自身の心のありように気付く、世

の中を広く深く見ていこうと伝えている文章です。古典を学ぶ意味や価値

を古典学習の最初と最後に考えさせるていねいさがあります。 

 

柴委員 

 古典とは離れますが、中学の学習の最初ということで光村図書１年１４

ページを見ると、小学校とのつながりを意識した教材がありますね。１８

ページの活動を見てみると、新しいクラスの仲間がつながるための活動に

なりそうですね。 

 

阪谷委員 

 本市の進めている小中一貫教育にも関連があるということですね。こう

して見ていくと、光村図書の教科書は人や社会との「つながり」を意識し

ながら学習活動を進めていくことが根底にあることがわかってきますね。 

 

岡田選定委員 

 そうだと思います。教材の配列のことをもう少し言わせていただくと、

「話す・聞く」「書く」領域には「練習」が設けられており、繰り返し言語
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活動に取り組むことで学力をつけていく工夫がされています。また、３学

年とも最終単元が「話す・聞く」「書く」を複合させた単元になっており、

１年間の学習のまとめができるような構成となっています。このような単

元は小学校５年生から継続的に取り組めるようになっており、学習活動の

反復と積み重ねによって力を付けていくことができる教科書であると言え

ます。 

 

和田教育長 

 確かにどちらの教科書にも長所があります。東京書籍は学習事項が「明

確」である良さがあり、光村図書には「反復と積み重ね」の良さがありま

す。どちらを使うことが河内長野市の子どもたちにとって適しているのか、

直接比較できることで、何か２社の違いが分かることはないのですか。 

 

岡田選定委員 

 そうですね。実は、全社がそれぞれの学年で共通の文学的文章を掲載し

ています。１年では「少年の日の思い出」、２年では「走れメロス」、３年

では「故郷」です。東京書籍と光村図書がこれらの文章を学ばせる時に、

読みの目標に大きな違いが出ています。東京書籍１年１５６ページと光村

図書１年２０２ページを、東京書籍２年１５２ページと光村図書２年１９

２ページを、東京書籍３年１５４ページと光村図書３年１０６ページを、

それぞれご覧いただき、題名下にある「目標」を読んでみてください。 

 

嘉名委員 

 ２つ目の目標に違いがあるのでしょうか。東京書籍が構成や展開といっ

たところに考えを持つというのに対して、光村図書は登場人物の考え方や

人との関わりに対して考えを持つというところが違いますね。 

 

澤田委員 

 こうした文学的文章を読ませていくとなると、経験の浅い教員はどうし

ても「登場人物の気持ちはどうですか？」という発問ばかりをして、文章

を前から順番に読ませ、「気持ちは？」という発問に偏ってしまう。そうい
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った授業を幾度か見たことがあります。 

 客観的に物事を捉えたり、分析的に読んだり、論理的に説明したりする

ためには「気持ち」を読むだけでなく、表現技法や構成といった客観的に

判断できる事実を、確実に読み取る力を育んでいくことが必要ではないで

しょうか。 

 

岡田選定委員 

 先ほどの議論の中にも出てまいりましたが、もう一度、東京書籍１年の

２２９ページをご覧ください。この「学びを支える言葉の力」には、今、

澤田委員がおっしゃったことを学ぶことのできる教材がまとめて掲載され

ています。このように学習事項をまとめて明確に取り上げているのが、東

京書籍の特色です。２年、３年の教科書にも同様に掲載されています。 

 学ぶべき事項が明確に示されていることで、指導する教員にとっても「気

持ちは？」という抽象的な発問に頼らず、根拠のあることを発問し、生徒

も根拠をもって考えることができると思います。 

 

嘉名委員 

 近年、若い教員が増えてきており、教員の指導力を上げていくことも増々

大きな課題となっていくことが考えられます。生徒への基礎基本の定着に

優れ、教員にとって指導すべき事項が明確である東京書籍の教科書が、本

市の現状から考えると、適しているように思えますね。 

 

岡田選定委員 

 近年の学力状況調査から分かってきた本市の課題から考えると、自分の

考えを持ったり、表現したりするための基礎的な知識や技能を身に付けさ

せることが喫緊の課題であり、東京書籍の教科書を使うことで、課題に正

対した授業改善に結び付けることが可能になってくるとも考えます。 

 

和田教育長 

 教職員の年齢構成も府全体で平成 30年には、50代が１割になるといわれ

ています。今まで教員研修の中心を担ってきた先生が少なくなってきます。
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指導力の育成が必要となってくる若い先生が増える中、東京書籍は、基礎

的な部分がきちっと抑えられており、文章の構成を考える力や表現する力

を大事にしています。光村図書では、話題に上がった教材以外でも登場人

物に迫る読みができる洗練された物語文や話し合い活動での話題の取り上

げ方に優れた教材があり、捨てがたいところはあります。しかし、生徒に

とって基礎的基本的な知識や技能を身に付けさせなければならない現状が

あること、経験の少ない教員の指導力の向上を図らなければならない現状

があることを考えていくと東京書籍を採択すべきだと思います。 

 他に意見はありますか。 

 

（委員から意見なし。） 

 

和田教育長 

 それでは、国語科について採択いたします。本市の実態などを考えた時、 

 東京書籍がより良いような意見が多いのですが、東京書籍でよろしいで

しょうか。 

 

委員一同 

 異議なし。 

 

和田教育長 

 それでは、国語は東京書籍を採択いたします。 

引き続きまして、書写の審議を行います。選定委員から書写について報

告してください。 

 

岡田選定委員 

 （別冊資料に基づき説明） 

中学校教科用図書、書写の選定報告をいたします。 

 選定対象は、東京書籍、学校図書、三省堂、教育出版社、光村図書の５

社となります。 

 では、特長的な内容について報告させていただきます。 
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 Ａの（１）について、教育出版社は１１４ページに「書式の教室」が設

定されており、社会生活に必要な知識や目的や意図に応じた書字に関する

指導事項がまとめて掲載されています。 

 Ｂの（１）について、東京書籍は表紙裏に筆記用具の発達とそれに伴う

文字の変化を織り込み、日本の伝統文化と文字文化について学ぶ機会を設

けています。 

 また、教育出版社では、８０～８３ページにありますように色紙や短冊

といった日本の伝統的な紙を使い書字についての伝統に触れる機会となっ

ています。 

 Ｂの（３）では、東京書籍、学校図書、教育出版社について特長が見ら

れました。東京書籍は４０ページにありますように、筆記用具や用紙がで

きるまでの過程を筆・硯・墨以外についても写真を多く掲載して説明して

います。教育出版社は同様に筆記用具の説明において、生産地の紹介も加

えています。また、学校図書は５６、５７ページのように、手本ページに

は手本以外の文字を省き、書写に集中しやすい紙面構成となっています。 

 Ｃの（１）について、教育出版社は、１２３ページのように、小学校で

学習した漢字の行書体一覧表で、学習方法の工夫を促す説明を加えて紹介

しています。 

 Ｃの（４）について、三省堂は２４、２５ページのように、「学習に生か

して書く」において、「竹取物語」を硬筆で書く教材を掲載し、国語科との

関連を持たせています。アルファベットの大文字、小文字についても硬筆

書写で取り扱っています。 

 また、光村図書は７２ページのように、国語科の「書く」領域との関連

を持たせたレポート作りや新聞づくりの例示を詳しく掲載しています。 

 Ｄの（３）については、東京書籍、教育出版社に特長が見られました。 

 東京書籍は巻末折り込みページに「季節の言葉」を掲載し、季節を表す

言葉や二十四節気、月の異名等が風景の写真とともに紹介されています。

また、教育出版社は、３４、３５ページのように歴史上の人物や作家等が

残した書や原稿を掲載し、興味関心を高めるだけでなく、他教科への関連

も図ることができる構成となっています。 

 Ｄの（５）について、東京書籍は１０２、１０３ページのように、「書写
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テスト」を掲載しており、書写の知識・技能の定着度を自分で確かめるこ

とができるよう配慮されています。 

 Ｅの（１）について、教育出版社は４７ページのように、教科書に直接

書き込む箇所には、配列よく書くために補助線や記号が記載されており、

学習目標達成のための配慮が見られます。 

 以上で、書写の選定結果の報告とさせていただきます。 

 

和田教育長 

 只今、答申を報告いただきましたが、質問はありませんか。 

 

嘉名委員 

 どの教科書をとっても伝統文化や文字文化について、紹介されているよ

うに見えるのですが、この観点で優れた教科書はありますか。 

 

岡田選定委員 

 はい。伝統文化や文字文化のことで比較すると確かにどの教科書にも工

夫が見られますが、まず東京書籍に特長があります。 

 東京書籍表紙裏のページをご覧ください。ここでは、用具の発達と文字

の変化を時代とともに掲載しています。今から二千年以上前の時代から人

は文字を書いていたことを紹介しており、文字文化の深さに触れることが

できます。次に、巻末の折り込みページをご覧ください。 

 

柴委員 

 美しいですね。四季それぞれの風景をとらえた写真も良いのですが、書

かれている文字が行書体ですね。これがまた、日本らしさを一段と表現し

ていますね。 

 

岡田選定委員 

 私もそのように思います。行書体で書かれていることで、実際に生徒が

手本として書くという活動に活用できます。また、月の異名であったり、

二十四節気であったりと、知識も豊富に学ぶことができるすばらしい構成
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となっています。 

 

嘉名教育委員 

 教育出版社のほうには「日本建築と書」というのがあるようですが、そ

ちらはどうなのですか。 

 

岡田選定委員 

 それでは教育出版社の８４、８５ページをご覧ください。今の時代にも

続いている和室について、室町時代から始まったことを紹介しており、書

が昔から生活の中に一つの芸術として扱われてきたことが分かります。 

 

澤田委員 

 これはまたすばらしい。最近の家はかろうじて和室を残してはいるけれ

ど、このような床に花や書画が飾られているような家は減ってきています

からね。日本人が生活の中で脈々と築き上げてきたこのような伝統を紹介

しているのは、日本人の心を受け継いでいくということでも大切なことで

すね。 

 

阪谷委員 

 写真をよく見ると、京都や和歌山といった近畿圏の写真が掲載されてい

ますね。これは、生徒にとって親しみが持てますね。 

 

岡田選定委員 

 はい。これは教科書全体を通していえることですが、教育出版社は近畿

圏の府県に関係あるものが多く取り扱われています。教育出版社６７ペー

ジをご覧ください。ここには、大阪出身の福沢諭吉の書が掲載されていま

す。 

 

嘉名委員 

 他にもありましたよ。１０８ページです。ここには、天満橋の橋銘が写

真で載っているのですよ。生徒にとって自分の身近な場所が載っていると、



57 

 

教科書を見る姿勢というか、気持ちが変わってきますね。 

 

和田教育長 

 話は変わりますが、指導要領には「毛筆書写が硬筆書写の能力の基礎を

養う」とあるわけですが、この点で優れた教科書はありますか。 

 

岡田選定委員 

 これも教育出版社が優れています。硬筆書写を扱っているページ数での

比較では、教育出版社が多くなっています。直接書き込むことができるペ

ージが多いので、毛筆で学習したことをすぐに硬筆での書写に生かした学

習が展開できます。 

 

阪谷委員 

 なるほど。確かに、教育出版社は多いですが、紙面の大きな東京書籍に

しても直接書く箇所が多く設定されているように思います。数の比較だけ

では本当に良いかどうかは分かりませんね。何か他の違いはありますか。 

 

岡田選定委員 

 確かに、紙面の大きい東京書籍では、１ページ当たりに書き込む文字数

は多く設定できます。しかし、決定的に違うのは、生徒が書き込むときの

マスや罫線にあります。教育出版社４７ページをご覧ください。そこにあ

るマスに注目していただきたいのですが、マスの中に十字の点線がありま

す。次に５３ページをご覧ください。こちらは罫線の真ん中に破線が入れ

てあります。さらに８６ページをご覧ください。「試し書き」の箇所には上

下に三角形のポイントが示してあります。他の教科書も同様にあるのです

が、教育出版社は鉛筆で書かせる全ての箇所にこのいずれかの補助をして

います。 

 

柴委員 

 確かに他の教科書を見ていると、これらはあったり、無かったりになっ

ていますね。書写の指導事項には字形を整えて書く、大きさや配列につい
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て理解するというのがありますが、教育出版社が徹底してこの指導事項を

身に付けさせようという、ていねいさが表れているように見えますね。 

 

岡田選定委員 

 また、教育出版社１１４ページからは、「書式の教室」を掲載しています。

ここには、社会生活や日常生活に必要な書字の例示がまとめてされており、

書写の学習を生活にも活用できるよう配慮された構成となっています。 

 

阪谷委員 

 １１７ページには「包み紙の書き方」とありますが、そこに「お祝いの

ときは濃い墨、おくやみのときは薄い墨で表書きを書く」ということまで

説明している。これも大切な日本人の礼儀作法としての伝統の一部ですよ

ね。これから社会に出ていく生徒たちにとって大切な常識となりますね。 

 

澤田委員 

 いままでの審議を踏まえると、教育出版社を採択することになるのかと

思いますが、一つ、気になることがあります。書写は国語科の一部です。

それから考えればやはり「学力向上」という面でも考えなければならない

と思います。 

 

岡田選定委員 

 はい。このことに関してもやはり教育出版社が優れています。教育出版

社では生徒が主体的に学び、発展的な学習が展開できる構成となっていま

す。 

 教育出版社５０、５１ページをご覧ください。一つの題材について、「目

標」から「試し書き」「考えよう」「生かそう」「まとめ書き」「振り返ろう」

という学習の流れが、見開きにまとめられています。生徒は自ら見通しと

課題を持って学習に取り組むことができます。 

 

柴委員 

 なるほど。特にこの「考えよう」という思考の過程を扱うことが思考力
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を付けていくためには大切なことですね。全ての教科の学習において積み

重ねていく必要のあることですからね。先ほど、教育出版社の教科書には

ていねいさがあるという話が出ましたが、ここにもていねいさが表れてい

ますね。 

 

岡田選定委員 

 教育出版社１２０ページもご覧いただきたいのですが、ここには「補充

教材集」が掲載されています。生徒が発展的に取り組む課題なのですが、

ここでも、生徒が主体的に自らの課題に沿って学習することになります。 

 さらに付け加えておくと、もう一度５０、５１ページに戻っていただい

て、ページ左上の写真をご覧ください。これは、行書の指導事項について

写真を使って、ていねいに解説しているところです。行書の指導事項とし

て、点画の方向や止め、払いの形が変わることや点画が連続したり省略さ

れたりする場合があること等があります。教育出版社ではこれらの指導事

項について写真を掲載しながら繰り返し指導できる構成としています。実

は、過去の全国学力学習状況調査において、書写に関する問題は、この行

書の基礎的な書き方に関わる問題が、何度も出題されているのです。 

 

澤田委員 

 全国学力学習状況調査についての対応も、テストの前にテスト対策だけ

をやっていても力は付かないですからね。いかに普段の授業の中に必要な

学習活動を取入れていけるのかが、生徒の本当の学力の向上につながり、

ひいてはテストの結果にも表れてくると思います。普段の授業の中で自然

と力をつけていくことができる教育出版社の教科書の構成が秀でているよ

うに思います。 

 

和田教育長 

 そろそろ、みなさんいかがでしょうか。 

 今までの議論で、教育出版社の教科書は、日本人の文字文化や生活文化

を大切に扱っていることや、非常にていねいに生徒の学力の向上に係る部

分を取り扱っています。 
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 これらのことを考えれば、やはり教育出版社が優れていると思います。 

 他に意見はありませんか。 

 

 （委員より意見なし。） 

 

和田教育長 

 それでは、書写については教育出版社を採択してよろしいでしょうか。 

  

委員一同 

 異議なし。 

 

和田教育長 

それでは、書写は教育出版社を採択いたします。 

引き続きまして、技術科の審議をします。選定委員から技術・家庭科、

技術科分野の報告をお願いします。 

 

岡田選定委員 

（別冊資料に基づき説明） 

中学校教科用図書技術・家庭科、技術科分野の選定結果について、報告

致します。選定の対象は、東京書籍、教育図書、開隆堂の３社となります。

選定の観点ごとに、特に、特長的な違いについて報告させていただきます。 

 はじめに、Ａの（２）について、開隆堂２４４ページをご覧ください。

開隆堂では６ページにわたり、「進んで技術を評価し生活をよりよくする」

を扱い、自分たちの生活をよりよくするために技術分野での学習を活用し、

持続可能な社会を築く態度を育むことができるよう配慮されています。ま

た、開隆堂１９６ページから２０１ページにあるように、この教科書にお

いては、情報モラルや人権や個人情報の保護、知的財産の保護について記

載されています。 

次に、Ｂの（１）についてです。東京書籍６１ページには「技術の匠」

というコーナーが設けられています。日本の伝統的技術に携わり、社会で

活躍している方から学ぶことができるよう工夫されています。教育図書５
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７ページをご覧ください。教図では「木材が支える文化と伝統」として、

桶や樽、神輿を紹介し、日本の伝統的な木工製品の工夫について学ぶこと

ができるようになっています。また、開隆堂７ページをご覧ください。開

隆堂では、法隆寺五重塔と東京スカイツリーの心柱（しんばしら）につい

て対比する場面を設け、先人の技術が今も生きていることを紹介していま

す。また、開隆堂では９ページでも「活躍している日本の伝統技術」を、

携帯電話を例にして取り上げています。 

 続いて、Ｃの（１）についてです。東京書籍１９ページをご覧ください。

東京書籍では、各編のはじめに中学校において「この編で学ぶこと」と「小

学校」での学びとのつながりについて提示されています。東京書籍３２ペー

ジにありますように、東京書籍では「小学校」のマークが随所に見られ、小

学校での教科とのつながりが意識できるように工夫されています。開隆堂５

ページをご覧ください。開隆堂では、「小学校での学び」と「技術分野での

学び」イラストや写真とともに掲載され、小中のつながりを視覚的に捉える

ことができるよう工夫されています。 

最後に、Ｄの（２）についてです。東京書籍の１２、１３ページの「社会

のものづくり」と東京書籍１４、１５ページ「技術の学び方」をご覧くださ

い。このように東京書籍では、「社会のものづくり」と「技術の学び方」に

ついて対比させ、ＰＬＡＮ・ＤＯ・ＣＨＥＣＫ・ＡＣＴ（アクション）のサ

イクルが明記されています。続いて、教育図書１０８ページをご覧ください。 

「調べよう」「やってみよう」「考えよう」があり、体験的な活動を通し

て考える場が設定されています。開隆堂では、１４、１５ページのように学

習の進め方としてＰＬＡＮ・ＤＯ・ＣＨＥＣＫ・ＡＣＴ（アクション）を２

ページにわたり提示し、筋道を立てて作業に取り組むことができるように工

夫されています。また、開隆堂１６４ページ右上にあるように「工夫してみ

よう」のコーナーを設け、考える視点を明確にして活動することができるよ

う工夫されています。 

以上で、技術科分野の選定報告とさせていただきます。 
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和田教育長  

それでは、技術科分野の採択に入りたいと思います。質問をお願いしま

す。 

阪谷委員 

「技術」といえば「ものづくり」という実技のイメージが強いのですが、

教科書を見て確かめながら実技を行うことができるような教科書はありま

すか。 

 

岡田選定委員 

はい、例えば木材の切断についてのページを比べてみると、開隆堂５８

ページでは、のこ身と顔の中心が一致するように写真に点線が描かれてい

ます。生徒が点線を意識して作業できるよう工夫されています。 

 

阪谷委員 

 なるほど。今の子どもたちには生活体験の不足が課題でもありますから、

教科書で確認しながら作業を進めることができるというのはいいですね。 

 

柴委員 

技術といえば実技教科ですが、教師が指示したとおり、ただ単に「もの

づくり」や「栽培」等の実習を行っても意味がないと思うのですが、その

ような視点で工夫された教科書はありますか。 

 

岡田選定委員 

はい。ございます。開隆堂１６４ページをご覧ください。開隆堂ではこ

のように、実習例に「工夫してみよう」を設け、考える視点をもって実習

することができるよう工夫されています。 

 

柴委員 

なるほど、ただ単に実習するのではないのですね。そもそも、技術は「も

のづくり」だけではありません。「技術」について評価することで新たな課

題を見つけ、考え、計画を立て、自分たちの生活や社会をよりよくする、
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そんな意気込みをもった人づくりの「技術科」であって欲しいものです。

そのような観点について扱っている教科書はあるのですか。 

 

岡田選定委員 

 はい。東京書籍８４ページをご覧ください。東書では、「技術を適切に評

価・活用する章」が設けられています。開隆堂でも同様に、「技術を適切に

評価・活用する章」が設けられています。また、３社とも問題解決的な学

習ができるように工夫されていますが、特に開隆堂１４、１５ページをご

覧ください。開隆堂では、筋道を立てて作業に取り組むことができるよう

に「学習の進め方」を提示するだけでなく、先ほど柴委員の質問にもお答

えしたように、「考える視点」をもって実習できるよう工夫されております。 

 

澤田委員 

 目標をもって学ぶことができるように工夫されているのですね。 

 ところで、日本の技術は、いまやめざましい発展をとげています。まさ

に「技術革新」だと思うのですが、私は、日本ならではの伝統的な技術も

大切にしなければならないと思っています。昔ならではの日本の伝統技術

があるからこそ、今の技術があると思うのですが、そのようなことを扱っ

ている教科書はあるのでしょうか。 

 

岡田選定委員 

 はい。先ほども述べましたとおり３社とも日本の伝統技術については触

れています。特に、開隆堂９ページをご覧ください。このように、陶磁器

の焼きや塗りの技術がセラミックを使った電子部品づくりに生かされてい

ること、薄くて強く、均一な和紙を作る技術が電子部品に使われているこ

となど、多機能携帯電話や充電器に日本の伝統技術、陶磁器の技術や和紙

の技術が活用されていることを紹介しています。 

 

和田教育長 

なるほど、子どもたちの身近にある携帯電話を例にしてあるので、子ど

もたちは興味をもつでしょうね。それにしても、日本の技術は素晴らしい
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と思います。伝統技術を活かして、新しいものを創りだし、技術を発展さ

せる意義を考えさせる場面でもありますね。どこの会社だったか、技術の

歴史年表があったような気がするのですが。 

 

岡田選定委員 

開隆堂２ページ、３ページにあります。     

 

澤田委員 

 この年表を見ると、技術は進歩し続けていると改めて実感します。未来

を担う子どもたちには、今の技術をしっかり学び、日本の伝統文化である

「技」を活かし、世界に通じる「技」を創りだしていってほしいものです。

このように、技術の進歩の足跡を見ることができるというのはいいですね。 

 

和田教育長 

ところで、本市が進めているＩＣＴ教育についてですが、最近インター

ネットや携帯電話に関しての問題も多いと聞きます。その点について、教

科書を通して「技術」で学ぶ機会はあるのでしょうか。 

 

岡田選定委員 

情報モラルや知的財産については３社とも扱っています。特に東京書籍

と開隆堂では６ページにわたり取り扱われています。東京書籍２１３ペー

ジをご覧ください。東書では、事例を列挙し、プラス面とマイナス面を提

示し、それらの解説を次ページに掲載しています。開隆堂では、１９８ペ

ージのように「肖像権の保護」「人権・プライバシーの保護」「個人情報の

保護」「著作権の保護」というように、何を保護する必要があるのかを明記

し、事例を紹介しています。 

 

和田教育長 

なるほど。本市の子どもたちには、情報を扱う際のルールとマナーを是

非身に付けてもらいたいものです。 
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澤田委員 

「こんなのはだめなんだな」だけでなく、「肖像権があるからだめ」「人

権やプライバシーを守る必要があるからだめ」とはっきりしている方が、

本市の子どもたちにはわかりやすいかもしれませんね。 

嘉名委員 

報告を聞いても、今の話を聞いても、開隆堂がいいと思いますね。 

 

和田教育長 

本市の子どもたちの実態を考えると、経験不足の子どもたちが教科書を

見ながら、考える視点をもって実習できるのはいいですね。本市が進める

ＩＣＴ教育においても、また、これからの社会を生きる子どもたちが伝統

技術を学び、さらに発展させることができるような学びができそうです。

このようなことを考えると、開隆堂がよいと思うのですが、いかがですか。 

 

委員一同 

異議なし。 

 

和田委員 

それでは、技術科の教科書として開隆堂を採択いたします。 

引き続いて、理科について、審議を始めます。まずは選定委員から報告

してください。 

 

林選定委員 

（別冊資料に基づき説明） 

中学校教科用図書、理科の選定の報告をいたします。 

 調査対象は、東京書籍、大日本図書、学校図書、教育出版社、啓林館の

５社となります。 

 観点Ａの（１）については、教育出版社に特長があります。 

 １年２６２ページを見てください。各学年にあるのですが、巻末資料と

して博物館などの校外の施設の活用について書かれており、生徒が地域の

施設を利用することにつなげ、学習したことを深める工夫がなされていま
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す。このような工夫は東京書籍、大日本図書にも見られます。 

 さらに教育出版社の各学年巻末では、学習指導要領の科学の基本的な見

方や概念の柱である「粒子」「エネルギー」「生命」「地球」を意識した構成

となっており、３年間のつながりとともに示しています。この特徴は学校

図書にも見られます。 

 続いてＡの（２）については東京書籍が、本市が推進している「読書」

について取り上げています。例えば１年６７ページを見てください。各単

元の最後に科学に関する本を２冊ずつ紹介しており、生徒が読書に触れる

機会を増やし、科学に関する興味関心を持たせることができるよう工夫さ

れています。 

 次に観点Ｂの（１）については、啓林館が特長的です。 

 啓林館は全学年の巻末資料に「サイエンス トラベラー」と題して、日

本の地方別の自然環境や伝統文化等の資料を多く取り扱っています。１年

の２４４ページをご覧いただきますと近畿地方の資料が載っていますが、

二上山や堺市の鉄加工、上町台地など本市の生徒たちの生活圏でもある近

隣の地域について掲載されており、地域のつながりを意識させる工夫がな

されています。 

 また、加えて、３年２４１ページにもありますように、教科書のコラム

や欄外資料に「伝統文化マーク」をつけ、先人が生み出し、現在にも伝わ

る伝統的な科学技術を数多く紹介しており、本市の教育の重点である伝統

文化を大切にしています。 

 観点Ｃの（３）については、東京書籍に特長があります。 

 東京書籍は全学年の教科書の最初の１ページを見るとわかりますように、

大きくインパクトのある写真が取り入れられており、生徒の学習意欲をか

きたて、学習を効果的に進めることができるよう配慮されています。 

 また、単元や各章の始まりが左ページから始まるよう意識して作られて

おり、見開きの２ページで１つの内容のことをわかりやすく説明し、生徒

が学習内容を理解しやすいようにまとめられています。これについては大

日本図書、学校図書も同様のまとめ方をしています。 

 続いて観点Ｃの（４）についてです。こちらは教育出版社に特長があり

ます。１年２６５、２６６ページからもわかるように、「理科で使う算数・
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数学」として小数の計算、比例と反比例、割合と百分率、一次方程式等を

例題とともに取り上げ、他教科とつなげ、生徒が確認しやすいようにまと

められています。この点については啓林館も同様にまとめられています。 

 続いて、観点Ｄの（３）についてですが、東京書籍に特長があります。 

 例えば３年５８、５９ページを見てください。全単元末に言えることで

すが、「ｆｒｏｍ ＪＡＰＡＮ 日本の科学」と題して、日本の高度な科学

技術について２ページにわたり紹介し、生徒の興味が高まるよう工夫され

ています。これについては学校図書の「科学を仕事に生かす」や啓林館の

「広がる世界について」でも同様な工夫がなされています。 

 また、東京書籍は、３年８８、８９ページにありますように、３年生の

生命の単元で、導入としてエンドウではなくハムスターの体毛の色で遺伝

の規則性について取り上げており、ひと目でこの章の課題についてとらえ

ることができるよう工夫されています。 

 続いてＤの（５）についてですが、啓林館は別冊として「マイノート」

を学年ごとに用意しているのが特長的です。学習の振り返りや発展的な問

題を１冊のノートにまとめることによって、学習した内容が十分に習得で

きるよう工夫されています。 

 以上で、理科の選定報告とさせていただきます。 

 

和田教育長 

それでは、理科の答申について、審議願います。 

 

柴委員 

 今使っている教科書は啓林館ですね。前の採択時にもこの別冊の「マイ

ノート」はついていましたが、実際に学校現場ではどんな意見が出ていま

すか。 

 

林選定委員 

 はい、マイノートは、問題が多く掲載されており、十分な知識がつくよう

になっていたり、教科書を開きながら問題に取り組んだりできる点など、良
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いという意見があります。ただ、別冊なので実際には無くしてしまったり、

忘れてしまったりする生徒がいたり、そのため、教員が預かっておかなけれ

ばいけないとか、マイノートは長所と短所のどちらの意見もあるといった状

況です。 

 

阪谷委員 

 マイノートを抜くと啓林館の教科書は、若干薄い感じがしますが、本文

のページ数は他の教科書と比べてどうなのでしょうか。 

 

林選定委員 

 はい。府教委の選定資料に載っていますが、理科の２５ページです。マ

イノートを除けば３学年の総ページ数が８５０ページです。他社のページ

数は単元末問題を抜いて比較しないといけませんので、次のページに記載

されている練習問題のページ数を引いてみますと、啓林館は教育出版社の

次にページ数が少ないという状況です。 

 

阪谷委員 

 ということは、別冊を除けば内容の記載が少ないということですか。 

 

林選定委員 

 それが、そうではありません。例を上げますと、啓林館の１年１３０ペ

ージを開けてもらえますか。ここでは密度について記載されています。同

じ内容の東京書籍の１年７７ページや、学校図書の１年２２ページと比較

してみますと、練習問題や実験など、逆に情報量は啓林館の方が多いです。

啓林館は１ページに詰め込んでいる情報量の多さで、本文のページ数の少

なさをカバーしているという特徴があります。 

 

阪谷委員 

 確かに他の教科書と見比べると、啓林館は１ページに記載してある情報

量が多いと感じますね。けれど、子どもたちにとっては、どちらがいいの

でしょうね。私は、東京書籍や学校図書の教科書の方が、すっきりとまと
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まっていて理解しやすいように思いますが。 

 

柴委員 

 そうですね、啓林館の方が１ページの情報量は多いように思いますが、

観点Ｃの（３）で指摘されているように、東京書籍と大日本図書と学校図

書は、教科書のページ数が多い分、見開きの２ページで同じ内容が記載さ

れていて見やすく感じますね。 

 

和田教育長 

 啓林館の方が、上級者向けの教科書ということですかね。 

 今年度は、全国学力学習状況調査において理科が追加されて、その結果

も気になるところですが、子どもたちの学力を伸ばすための工夫という点

では、違いはどうでしょうか。 

 

林選定委員 

 各社とも、様々な工夫が見られます。例えばＤの（１）の観点では答申

にありますように東京書籍の１年１８１ページを見てみますと生徒が苦手

とする「圧力の計算」など、数値を扱う内容において例題を取り上げ、計

算方法や単位の換算方法、割り算の筆算などの詳しい説明や補充的な練習

問題が載せられており、生徒の理解が進むよう配慮されています。 

 また、Ｄの（２）については各社とも自由研究について取り上げ、生徒

がテーマを決め、自ら探究できるような説明を載せていますが、東京書籍

は２年８３ページを見てもわかりますように、各学年の単元ごとに、自由

研究のコーナーが設けられており、各単元について、より深い研究を進め

られるよう工夫されています。 

 

澤田委員 

 学力への配慮といっても、基礎や発展的な知識理解だけではなく、活用

力や表現力、思考力、判断力など様々な育むべき力がありますが、そのあ

たりについてはどうですか。 
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林選定委員 

 はい。啓林館の１年２５６、２５７ページを見てください。「理科にお

ける話し合いと発表」と題して、実験結果の分析から話し合い、発表へと

いった分析力、活用力、表現力をつける工夫が見られます。これは全学年

の巻末資料として載せています。 

 また、大日本図書の２年７４ページを見てください。「学んだことを生

かそう」と題し、知識の整理、実験、結果分析、話し合い、その結果を伝

えるといったプレゼンテーション能力をつける内容になっています。大日

本図書では、すべての単元末に「終章」として取り入れられています。 

 そして、東京書籍では、２年８２ページを見てください。日々の生活体

験の中にある疑問に対して、問いが物語のようにつながっており、その中

で自分の考えを説明させたり、実験結果の表にタイトルをつけさせたりす

るなど、活用力や表現力を育むことができる問題を採用しています。 

 

澤田委員 

 東京書籍のこの問題は、私も調べていましたが、学力テストのＢ問題に

近い、面白い問題ですね。結果の表にタイトルをつけさせたり、問題を解

くための方法を自分で選択したりするなど、表現力や活用力を伸ばす、よ

くできた問題だと思います。 

 

和田教育長 

 ところで、府教委の選定資料の最後に、単元中に扱う学習の順序が表に

なっているので、見ると、教科書によって学習する順番が違っているのだ

けれど、これは、教える側の教員や学習する側の生徒から見て影響はない

のですか。 

 

澤田委員 

 それは、それなりの意図があるから異なっているのですね。  

 例えば、学校図書では、１年生の状態変化を先に学ばせていますが、こ

の単元のポイントとなる「物質の粒子性」を生徒に早く捉えさせようとい

う意図でしょうね。まずは、ここで粒子のイメージ作りをしておいて、そ
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の後、気体や水溶液やろ過の仕方などを、粒子のモデルで説明して、さら

に深く捉えさせようとしていますね。２年生の化学変化の単元を学校図書

は「原子・分子」から学習するのも、そういう意図があると思います。 

 

和田教育長 

 ３年の「運動とエネルギー」の単元では、東京書籍だけが、運動から学

習しているのも意図があるのでしょうね。 

 

林選定委員 

 それについては、東京書籍３年の１２０ページを見ていただけますか。

このページの「予想しよう」にあるように、現象面から原因である力の大

きさを導き出そうというのが東京書籍の扱い方で、他の教科書は、原因で

ある「力」を先に捉えさせ、現象面につなげていくという意図があると思

います。  

 

和田教育長 

 理科をご専門とされていた澤田委員から見られて、この扱い方をどう思

いますか。 

 

澤田委員 

 私は、現象面からより、原因となる力を先に学ぶ方が良いように思いま

すが、生徒にとって、目に見えない「力」というものを、理解させるため

に、矢印で力のイメージをつけていくことを１年生で学ぶのだけど、３年

生でも、早く力の矢印を使ってイメージ作りを図る方が、現象面である運

動の理解につながりやすいと思います。教員がそれを意識して、授業を進

めることができれば、どちらからでも大丈夫かと思うのですが。 

和田教育長 

 なるほど。それ以外ではどうでしょうか。 

 

嘉名委員 

 学習意欲の面ではどうでしょうか。今の生徒はなかなか学習意欲が持て



72 

 

ないと言われているので、教師はいかに生徒に興味・関心を持たせ、学習

意欲につなげるかが授業を行う上でのカギとなると思います。どの教科書

も工夫はあるでしょうが、より特長的な教科書はというとどれでしょうか。 

 

林選定委員 

 はい。各社とも本文の内容以外にコラムなどの読み物を取り入れ、興味・

関心を引き出すように工夫していますが、報告いたしました答申のＤの

（３）に記載していますとおり、東京書籍、学校図書、啓林館はそれぞれ

単元末に読み物を取り入れています。３社とも興味深い内容です。 

 

嘉名委員 

 そうですね。それ以外に東京書籍は、表紙の見開きにある「科学と人の

物語」には、科学と人とのつながりについての興味深い話題を取り上げて

いますね。それから、その後に続く折り込みの写真も、たしかにインパク

トのある興味深い写真ですね。 

  

和田教育長 

 子どもたちの興味関心も大切ですが、今年の河内長野市の重点である言

語活動についてはどうですか。 

 

林選定委員 

 東京書籍は他にも、全ての章の最初と最後に「before ＆ after」で、学

習の前後で言語活動につなげたり、章の途中で「学びを活かして考えよう」

という言語活動を行う部分を設けたりして、かなり言語活動を意識した教

科書の作りになっています。 

 

和田教育長 

 観点別評価のポイントを見ても、東京書籍が頭１つ抜けていますね。 

「学力をつけることへの配慮」や「興味、関心を持たせ、学習意欲を引き

出す」といった観点や、「言語活動を充実させる」という観点で見ると東

京書籍を採択することでいいのではないかと考えますが、よろしいでしょ
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うか。 

 

嘉名委員 

 少しいいですか。東京書籍がいいという話になっていますが、前回啓林

館が採択された決め手は何だったのですか。 

 

林選定委員 

 前回は内容やボリュームについて啓林館と他社との差が大きいというこ

とでした。また、マイノートがついている点もプラス面とされていました。

しかし、今回は内容やボリューム共に他社が啓林館に追い付いてきたり、

マイノートも実際に使ってみて一長一短があることがわかりました。 

 

澤田委員 

 マイノートについては、教科書の一部ということですから全部こなさなけ

ればならないですよね。そうなれば問題の量が多く、全てをこなすには授業

時間内では難しいこともあります。実際に、ある私立中学校でもこなすのが

大変と聞いています。 

 

嘉名委員 

 今の話で納得できました。それでは教育長、続けてください。 

 

和田教育長 

 みなさんもよろしいですか。 

 それでは、理科の教科書として東京書籍を採択することでよろしいでしょ

うか。 

 

委員一同 

異議なし。 

 

和田教育長 

それでは、理科の教科書として東京書籍を採択いたします。 
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引き続いて、音楽科について、審議を始めます。選定委員から報告して

ください。 

  

林選定委員 

 （別冊資料に基づき説明） 

中学校教科用図書、音楽科の選定結果について報告いたします。選定対

象は教育出版社と教育芸術社の２社となります。 

 まず、Ｂの（１）について、教育出版社２・３年下３３ページでは、能

について中央部分の綴じ込みページを利用して、大きく写真と図で説明し

ており、興味を引くよう工夫されています。また、続けて能の音楽を実際

に体験するように設定されています。 

 次にＢの（２）についてですが、教育出版社１年巻頭ページでは、ウィ

ズマイハートとして活躍中の人生の先輩のメッセージを掲載し、音楽を通

じた生き方を考えさせる内容を取り上げています。さらに、教育出版社２・

３年下５０ページでは、音楽著作権とインターネットについての内容を設

定しており、ＭＰ３（エムピースリー）やインターネットの音楽配信など

について詳しく取り扱っています。教育芸術社２・３年上５４ページをご

覧ください。指揮をしてみようでは、生徒の発達段階や経験年数を考え、

より高い表現力を身に付けることができるように工夫されています。 

 次にＣの（３）についてですが、教育出版社１年４９ページをご覧くだ

さい。鑑賞曲「ブルタバ」の曲に合わせて、楽譜と演奏されている楽器の

写真を配置し、使用楽器をイメージしながら、鑑賞の学習を効果的に進め

るものとなっています。 

 次にＤの（１）についてですが、教育芸術社２・３年下１２ページをご

覧ください。前奏や伴奏の楽譜がついており、自分で演奏してみたいと感

じた生徒は発展的な学習ができるように工夫されています。 

 次にＤの（３）についてですが、教育芸術社１年６ページでは、ゲーム

を通して音楽記号やリズムに興味・関心がもてるように工夫されています。

また、２・３年上２０ページにありますように、作詞者や作曲者の思いを

掲載し、楽曲の背景を理解してより深く味わうことができます。一方、教

育出版社２・３年下６４ページでは、音の三要素などが扱われており、生
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徒の興味関心に応じて主体的に学習を進められるように配慮されています。

また、教育出版社巻末の口絵ページでは、見開きのページを用い、オーケ

ストラの楽器写真が一目でわかるように工夫されています。 

 次に、Ｄの（４）についてですが、教育出版社２・３年下２６ページを

ご覧ください。鑑賞曲の紹介文を生徒が作成することで、学んだことを活

用する力や、相手に伝えるための表現力を養う言語活動が充実するように

工夫されています。 

 

林選定委員 

 続いて、器楽の選定結果について報告いたします。選定対象は教育出版

社と教育芸術社の２社となります。 

 まず、Ｃの（３）について、教育出版社４８ページでは、綴じ込みのペ

ージを設定し、日本の楽器と音楽の年表を見開き３ページで確認できるよ

うに工夫されています。また、教育出版社１４ページでは、リコーダーの

臨時記号などの運指図が楽譜の横に提示されていて、運指表を見なくても

わかるように工夫されています。 

 次に、Ｄの（２）について、教育出版社９０ページでは、西洋楽器と和

楽器の合奏曲があり、多様な音楽活動が展開できるよう工夫されています。 

 次に、Ｄの（３）について、教育出版社３８ページでは、西洋楽譜を和

楽器で演奏するために置き換えた譜面が挿入されたり、アニメのテーマ多

様な楽曲を掲載したりして、生徒の興味関心を高めるために工夫がされて

います。また、教育出版社巻頭の口絵②では、コンピュータによる音源制

作やレコーディングから作られる音楽の制作現場を取り扱われています。 

以上で音楽科及び器楽の報告を終わります。 

 

和田教育長 

 それでは、音楽科についての質問をお願いします。 

 

澤田委員 

 後半の器楽については、教育出版社の説明ばかりだったように思います。

教育芸術社の教科書のポイントも教えてください。 
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林選定委員 

 教育芸術社の口絵は、カラーで大きな写真や色彩豊かな写真を用いてお

ります。 

 前４ページ、後ろ５ページとカラーページが多い構成となっており、音

楽につながる施設や楽器を紹介しています。様々な打楽器の演奏について

も取り扱っています。 

 

柴委員 

 音楽に大切である感性や情操を育てるのに適している教科書はどちらで

しょうか。 

 

和田教育長 

 どの教科書でも必ず扱われる歌唱曲がありますね。 

 

林選定委員 

 例えば「赤とんぼ」はみなさんが知っている共通教材だと思います。教

育出版社では１年の２０ページでとりあつかわれています。教育芸術社で

は１年の２４ページで取り扱われています。両社とも、夕焼けの中にトン

ボのシルエットの写真が大きくのっています。 

 作詞者・作曲者についての説明や作詞者三木露風の言葉がのっています。

内容は同じですが、教育出版社の方がそれぞれ、より詳しく書かれている

ことがわかります。 

 

柴委員 

 教育出版社の方は、桑の実とアキアカネの写真ものっていますね。最近

の生徒は桑の実なんて、教えてもらわないと知らないかもしれませんね。 

 

林選定委員 

 確かに教育出版社は他にも、写真などによるイメージ作りに特徴があり

ます。 

 たとえば、「夏の思い出」という曲ですが、教育出版社の１年１６、１
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７ページをご覧ください。楽譜は１８、１９ページにあるのですが、その

前に、イメージ作りとして尾瀬の写真や位置などが詳しくのっています。 

 同じ曲が教育芸術社の２・３年上１２ページにあります。こちらの尾瀬

の写真とは、扱い方がかなり違います。 

 

阪谷委員 

 教育芸術社は歌詞をイメージする写真が少ないですが、その分生徒一人

ひとりが曲を聴き、歌詞を読み取って、そこから自分のイメージを作って

いくという意図なのでしょうね。 

 

柴委員 

 どちらもそれなりの意図があると思うのですが、現在の子どもたちに合

う方を選びたいですね。 

 

和田教育長 

 現在の本市の子どもたちにとって、ビジュアルがたくさんあって、そこ

からイメージ作りをする教科書の方が良いのか、子どもたちのそれぞれの

想像性を膨らませるほうがいいのか。どちらの教科書の方が良いのでしょ

うね。 

 

嘉名委員 

 今の子どもたちにとって、歌詞だけで曲をイメージするのは、なかなか

難しいのではないでしょうか。「赤とんぼ」とか「夏の思い出」とか昔の情

景の話は、今の子どもたちは経験がないので、ある程度の情報を与えてあ

げないと。シャクナゲや水芭蕉といわれてもわからない子どもたちも多い

でしょうからね。さすがにトンボは見たことあるでしょうけどね。やはり、

曲のイメージを作るために写真などがある方が、取り組みやすいと思いま

す。 

  

和田教育長 

音楽については、器楽の教科書と合わせての採択になるので、器楽の教
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科書について質問はありませんか。 

 

澤田委員 

 小学校で学習した内容と、連続性を持たせていくことは大切なことだと

考えます。 

小学校で一人ひとりが必ず持っているのは、けんばんハーモニカとソプラ

ノリコーダーですね。中学校ではどんな楽器を持つようになりますか。 

 

林選定委員 

 中学校の学習では、アルトリコーダーを使用します。アルトリコーダー

は一人ひとりが持っています。 

 

嘉名委員 

 では、リコーダーの取扱いについて、それぞれの特長はどうなっていま

すか。 

 

林選定委員 

 どの教科書もタンギングやサミングなど、リコーダーの基本的事項から

学習しますが、教育出版社では、ソプラノリコーダーとアルトリコーダー

のどちらでも取り組めるようになっております。ソプラノとアルトの二重

奏できる楽曲も掲載され、小学校で学んだソプラノリコーダーからの連続

性を持たせています。 

 また、運指表をすぐ横につけてあり、巻末で調べなくてもいいように細

かい配慮がされています。 

 

澤田委員 

 器楽については、生徒が音楽の授業時間だけで習得するのは難しいです

よね。 

自分自身や生徒同士がグループで学び合い、練習を継続することが重要

だと思います。そのような視点から見たとき、それぞれの特長はあります

か。 
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林選定委員 

 教育芸術社では４６ページに打楽器についてのページがあります。いろ

いろな打楽器について、奏法や練習がのっています。合奏をするときなど、

生徒が学び合うために活用できるよう配慮されています。 

 

阪谷委員 

 中学生になれば、ギターに興味を持ち、自分で気に入った曲を弾いたり

するでしょう。ギターのコード表なども、掲載されていましたね。 

 

林選定委員 

 教育芸術社では、巻末に掲載しています。 

 教育出版社も、巻末にありますが、綴じ込みのページになっています。 

 教育出版社は１つずつ、指の押さえ方の写真がついているのが特長です。 

 

嘉名委員 

 中学生の時期は、ギターに興味・関心をもつ生徒が増えてきますから、

このコードの写真はいいですね。 

生徒が自分で流行の曲の楽譜を調べて、このコード表を見ながら弾けま

すね。 

 

和田教育長 

 「音楽一般」と「器楽」の特長はわかりましたが、林委員は音楽科を専

門とされていますが、音楽の教師の視点からではどうでしょうか。 

 

林選定委員 

 教育芸術社は、前奏や伴奏が詳しく載せてあったり、イメージを生徒自

身に作らせたりするなど、音楽性を大切にしていて、より専門的な教科書

だと思います。教育出版社は、視覚にうったえる表現が多く、経験が少な

い生徒にも、写真などでイメージを作らせやすい教科書だと思います。ベ

テランの教員の中には、写真が掲載されていることが、かえって想像性を

膨らませるのに邪魔になるという方もいますが、これから世代交代が進み、
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経験の浅い教員が増えてきますからね。 

 

和田教育長 

 体験が少なくなっている子どもたちのことや、教える教員もこれからど

んどん若年化することを考えると、教育出版社がより実態にあっていると

のことで、音楽については、教育出版社を採択してよろしいですか。 

 

委員一同 

 異議なし。 

 

和田教育長 

 それでは、音楽は教育出版社に決定します。 

引き続いて、社会科（地理的分野）について、審議を始めます。選定委

員から報告してください。 

 

三並選定委員 

（別冊資料に基づき説明） 

中学校教科用図書、社会科・地理的分野について報告いたします。

対象は東京書籍、教育出版社、帝国書院、日本文教出版の４社で

す。 

まず、Ｂの（１）についてです。４社とも東北地方の学習の中

で、伝統文化を紹介しています。東京書籍２４４ページから２４

８ページをご覧ください。東京書籍では、民俗行事や夏祭りの写

真を掲載するだけでなく、主な夏祭りの日程についても紹介して

います。帝国書院２４８ページをご覧ください。帝国書院では伝

統行事の写真に加え、東北地方のおもな祭りの日程を紹介してい

ます。 

Ｂの（３）について、特に帝国書院に特長が見られます。帝国

書院８８、８９ページをご覧ください。世界地理の学習において、

最初のページに大きな写真を多数掲載し、国旗もわかるように工

夫されています。また、帝国書院６３ページもご覧ください。「学
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習をふりかえろう」の中では、書き込み作業をしやすい白地図が

掲載されています。 

続いてＢの（４）についてです。教育出版社の＜巻頭５＞では、

触れて読む地図について、「公園に設置された点字案内板」や「触

る地球儀」を紹介しています。実際の点字にも触れることができ

ます。 

Ｃの（３）について、帝国書院では、１８４、１８５ページの

ように、本文中の番号と、写真の番号と地図中の番号がリンクし

ており、理解を深めるための工夫が見られます。  

次にＤの（１）について、東京書籍では、９ページなどのよう

に「地理スキルアップ」で、地理的技能を身につけられるように

工夫され、「鉛筆マーク」では、学習をより深めるよう配慮されて

います。帝国書院７ページをご覧ください。「技能をみがく」のな

かで、地理的技能を身につけることができるように工夫されてい

ます。さらに、「トライアル地理」では学習の発展を図ることがで

きるように設定されております。日本文教出版１１ページでは、

「スキルアップ」で地理的技能を身につけることができるように

設定されています。また日本文教出版６６ページをご覧ください。

「自由研究」では、発展的な学習に活用できるよう現代の課題が

取り上げられています。 

続いてＤの（３）についてです。東京書籍では１３３ページの

ように「地理にアクセス」で、本文での学習をくわしく説明した

り、関連する内容を取り上げたりしています。  

教育出版社２７５ページをご覧ください。統計ページに、各都

道府県の中学生の生徒数が掲載されています。帝国書院９３ペー

ジをご覧ください。「羅針盤マーク」のなかで、未来の社会をつく

るために参考になる取り組みが紹介されています。また、日本文

教出版７１ページにありますように、「地理＋α」で学習内容に沿

うコラムが掲載されています。  

最後に、Ｄの（４）です。東京書籍２９ページ、ページの右下

の「確認マーク（机）」をご覧ください。このマークでは、学習し
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た内容を確認したり、深めたりする課題が設定されています。 

教育出版社１０２ページにありますように、教育出版社には「学

習のまとめと表現」があり、四角２のように表現力を高めるよう

に設定されています。帝国書院１０９ページ「学習をふりかえろ

う」の 四角２のように「説明しよう」や 四角３のように「探

究しよう」で学習した内容をまとめる活動が設定されています。  

以上で社会（地理的分野）の選定報告とさせていただきます。  

 

和田教育長 

それでは、社会（地理的分野）について、ご質問願います。  

 

嘉名委員 

地理的分野の学習では、地図や地球儀を使った学習が欠かせな

いと思うのですが、その点で、特長的な教科書はありますか。  

 

三並選定委員 

はい。この点に関しまして、４社とも工夫が見られます。特に、

帝国書院８ページをご覧ください。このように、東半球・西半球、

北半球・南半球がわかるよう線に色をつけて提示しています。  

 

柴委員 

地理は暗記科目という印象が強いです。それに、中学生になる

と学習内容が増えますよね。中学生になって「地理」でいきなり

つまずいてしまうと、社会科嫌いになるかもしれません。「地理」

に対して興味・関心が高まり、意欲を持って主体的に学習できる

配慮がみられる教科書があれば、教えてほしいのですが。  

 

三並選定委員 

はい。たしかに「地理」という分野は、覚えなくてはならない

ことが多い教科です。一度つまずいてしまうと、苦手意識を持っ

てしまう傾向が強いのは事実だと思います。  
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東京書籍と帝国書院は、どちらも世界の各州を学ぶ導入部分で

工夫がされています。東京書籍４４ページをご覧ください。アジ

アやヨーロッパの衣食住や文化について、ピックアップで紹介し、

その地域に興味をもつことができるよう工夫されています。帝国

書院、３４ページ、３５ページをご覧ください。帝国書院では、

写真の中にその国の「国旗」が表記され、どの国の写真かがわか

るように工夫されています。  

 

柴委員 

これは、よくわかりますね。２社とも写真を見ていて楽しいで

すし、これから学習する地域が大観できて、興味がわきますね。  

 

三並選定委員 

また、帝国書院３５ページにある「探してみよう」をご覧くだ

さい。写真の番号と地図の番号がリンクしており、さらに、その

国のどのあたりで撮られた写真なのかもわかるようになっていま

す。また、赤字で表された数字はのちの学習で出てくるページと

なっています。 

 

阪谷委員 

写真もそうですが「地理」なのだから、地図も大事ですよね。

私は帝国書院５２ページがいいなと思っています。この教科書に

は、地図の中に同縮尺の日本地図が掲載されており、面積につい

て視覚的にとらえることができるんです。  

 

和田教育長 

 興味・関心を引き付けるために写真や地図も大切ですが、地理

の学習においては、地図の読み取り方や地形図の活用の仕方など

も大切だと思います。小学校からの積み重ねが大切ですが、これ

が定着しないと、先ほど柴委員がおっしゃっていたように、地理

の学習につまずいたり、地理嫌いになったりしてしまうと思うん
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ですよね。 

そのような意味で、三並選定委員の報告にもありましたが基礎

的・基本的な知識や技能の習得について、特長的な教科書があれ

ば、詳しく教えてください。 

 

三並選定委員 

各社ともに、地理の技能の向上をめざしたページを設定してい

ます。東京書籍では２２ページ「地理スキルアップ」のように基

礎的基本的な技能を身につけるコーナーが掲載されています。次

に、教育出版社では６ページなどで紹介されている「地理にアプ

ローチ」です。地図やグラフなどの見方を確かめるコーナーとな

っております。帝国書院も１５ページ「技能をみがく」で基礎的

技能を身につけるコラムがあります。日本文教出版は３５ページ

をご覧ください。「スキルアップ」の部分なのですが、ここでは「グ

ラフの読み取り方」が掲載されています。  

４社とも地理の技能が無理なく体系的に習得できるとともに、

様々な場面で活用する能力を獲得することができるよう工夫され

ています。 

 

阪谷委員 

地理を学習するうえで、地図というのは重要なポイントのひと

つです。先ほどの選定委員の報告の中にも紹介されていましたが、

地図の読み取りや作図は地理的な見方や考え方を育む上でも必要

不可欠な能力であると思います。  

 

澤田委員 

話題を少し変えていいですか。  

私は、地理の学習において、やはり、日本の位置であるとか領

土についてなど、我々の国のことについて当然知っておかなけれ

ばならないと思います。 

前回も話題になりましたが、領土問題については、子どもたち
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に、正しい知識をきっちりと教えていかなければならないと思い

ます。公民でも話題になるのでしょうが、このことに関して各社

はどのように扱われていますか。  

 

三並選定委員 

 はい。領土に関する内容については、各社とも取り扱われてい

ます。まず、領土問題に関して、日本政府の見解は、「北方領土と

竹島においては領土問題があるが、尖閣諸島をめぐって解決しな

ければならない領有権の問題はそもそも存在しない」とされてい

ます。 

領土問題は４社とも本文中に取り上げています。北方領土につ

いては、４社とも「日本固有の領土」「不法に占拠」と記載されて

おります。 

竹島について特長的なところは、帝国書院、日本文教出版です。

２社とも本文で独立して取り上げられています。帝国書院は１２

６ページ、１２７ページで紹介しています。昭和初期の写真を使

って説明されて、日本の領土であることがよくわかります。日本

文教出版では、１１８、１１９ページで紹介されています。特に

１１８ページの地図では位置が一目でわかるようになっておりま

す。 

どちらとも日本が国際司法裁判所に提訴していることや韓国側

が日本の提案を拒否していることも記載されています。  

 

澤田委員 

尖閣諸島については、どうでしょうか？  

 

三並選定委員 

 はい。尖閣諸島につきましても、帝国書院日本文教出版は独立

して取り上げております。 

帝国書院は「そもそも領有権の問題は存在しない」、日本文教出

版では「領土問題は存在しません」 と明記されています。帝国
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書院１２７ページ、日本文教出版１１９ページの中で、海上保安

庁との写真が掲載され、日ごろの報道と学習が結びつきやすくな

っております。 

 

阪谷委員 

領土に関する正しい知識は、これからの時代を担う子どももた

ちにとって、非常に大切なことだと考えますので、この部分は是

非しっかりと教えてもらいたいですね。  

 

三並選定委員 

はい。 

 

和田教育長 

 ここまで聞いて、どれもよい内容になっていることがよくわか

りました。帝国書院の評価が高いのはどういうところですか。  

 

三並選定委員 

 はい。帝国書院１４０、１４１ページをご覧ください。調査員の段階か

ら、注目されていたところです。地形図と空中写真が上下に掲載されてい

ます。地図を発行している帝国書院だからこそできるページかと調査員か

らも話題になっておりました。 

 

和田教育長 

 本当に、わかりやすくなっていますね。他に、ご意見はございませんか。 

 

澤田委員 

 それでは、観点を変えてみましょう。各社とも学習の終わりにまとめが

あるようですが、特長的な教科書を教えてください。 

 

三並選定委員 

 はい。東京書籍帝国書院に特長が見られました。世界地理で比べますと、
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東京書籍では、１１４ページのように、「各州の学習をふり返ろう」があり

ます。そこで語句をふり返ったり、自分の言葉でまとめたりする設問があ

ります。①で語句の確認、②でカッコを埋めたり、説明したりする問い、

③では、自分で選択し、説明するというようにバランスよく活動できるよ

うな内容になっています。 

 より特長的なのが帝国書院です。４８ページ４９ページをご覧ください。

「学習をふりかろう」のなかで、１番は、「確認しよう」で白地図を使って

ふりかえることができます。白地図なので書き込みや色分け等にも活用で

きます。２番は「説明しよう」で、言葉で表にまとめる問題が２つあり、

スペースもゆったりととられています。３番は「探究しよう」で興味をも

ったことや疑問に思ったことをふりかえるように設定されています。 

 活用力や表現力を育み、なおかつ、ふりかえりが十分できるのは帝国書

院ではないかと思います。 

 

嘉名委員 

 そうですね。「確認しよう」では、ふりかえるページがすぐそばにあるの

もいいですね。 

あと、気になっているのは、過疎化などの現代の問題ですが、そのこと

には触れられていますか？ 

 

三並選定委員 

 はい。過疎化については、各社とも触れられています。４社とも中・四

国地方の学習で取り上げられています。東京書籍では、１９８ページ、１

９９ページをご覧ください。中国・四国地方の地図で色分けされ、人口増

減率がわかりやすくなっています。また広島市と四万十町の人口ピラミッ

ドがあり、比較しやすくなっています。教育出版社でも１７８ページから

１８１ページに記載されています。教育出版社では１７９ページの中で、

２つの地図から人口増減率を読み取るようになっています。帝国書院では

１９２、１９３ページの、③や⑧の観光客数を表すグラフが興味深いです。

日本文教出版では、１８８、１８９ページで取り上げられ、地図だけでな

く、グラフで限界集落の数が表されています。買い物弱者やＮＰＯの活動
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を紹介しています。１９２ページの「地域からのメッセージ」の中で、コ

ミュニティバスや第３セクターを詳しく紹介しています。 

 

嘉名委員 

 わかりました。現代の問題で、やがて、私たちの周りにも降りかかって

くる問題でしょうから、生徒たちには、しっかりと学習していただきたい

です。関連して、「町おこし」なども紹介されていますね。神山町のような

例もマスコミでとりあげられていますね。これは、ふるさとの良さも学ぶ

ことにもつながってきます。 

 

和田教育長 

 それでは、ずいぶんご意見をいただきましたので、地理的分野の教科書

の採択を行いたいと思います。各社とも、本当に、よいところがたくさん

ありました。その中で、写真を活用しやすいところや領土問題、ふりかえ

りの点からも、帝国書院のよさが僅差で勝っていたように思いますが、地

理は帝国書院でよろしいでしょうか。 

 

委員一同 

 異議なし。 

 

和田教育長 

 では、社会科・地理的分野は帝国書院を採択いたします。  

引き続いて、社会科・公民的分野について、審議を始めます。選定委員

から報告してください。 

 

三並選定委員 

（別冊資料に基づき説明） 

中学校教科用図書、社会科・公民的分野について報告いたしま

す。対象は、東京書籍、教育出版社、清水書院、帝国書院、日本

文教出版、自由社、育鵬社の７社です。 

まず、Ｂの（１）について、「伝統文化を大切にし、ふるさとの
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つながり」を取り上げ、学習の興味関心を高めているのが、帝国

書院、育鵬社です。帝国書院は１６ページ、１７ページ「文化の

継承と創造」の中で、伝統を受け継ぐ中学生を紹介しています。

育鵬社は２４ページから「日本の伝統文化」について写真を使っ

て、たくさん紹介しています。２８ページをご覧ください。また、

２社とも家族についても明記されています。育鵬社１９ページに

は郷土、郷土愛も取り上げられています。  

次に、Ｂの（４）についてです。各社さまざまな人権問題につ

いて取り上げています。東京書籍では５０ページ、５１ページの

なかで中学生の人権作文を２例紹介し、人権問題に対して、考え

を深めるようにしています。帝国書院５１ページをご覧ください。

現代の人権問題について、「羅針盤マーク」の中で、子どもを守る

ためのオレンジリボンや児童虐待相談について紹介されています。 

自由社１６３ページ、育鵬社１８２ページ、１８３ページでは、

日本人拉致事件について紹介されています。  

Ｄの（２）について、教育出版社では、５８ページや１０２ペ

ージなど「言葉で伝えよう」の中で、ディベートやシミュレーシ

ョンなどの多様な学習方法が示されています。帝国書院では、５

７ページにあるような「技能をみがく」のなかで基本的な学習や

多様な学習方法を紹介していますし、１４４ページなどの「トラ

イアル公民」では、意見をまとめたり、話し合ったりして学習を

さらに深める内容になっています。  

また、Ｄの（３）について、帝国書院では、４０ページのよう

な「クローズアップ」では、これから学ぶ内容に関する実社会の

事例が紹介され、同じく帝国書院５３ページなどの「Ｙｅｓ、Ｎ

ｏ」では、学習したテーマについて賛成・反対の意見が紹介され

ています。育鵬社では４４ページのように「○○の入り口」が第

２章から第５章の始めに配置され、各章の導入になっています。  

次に、Ｄ（４）では、東京書籍８８ページなどの「えんぴつマ

ーク」では学習を深めるための作業や活動が紹介されています。

また帝国書院１２５ページなどの「説明しよう」では、学習した
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内容を踏まえ、自分の言葉で説明する作業を取り入れています。  

Ｄの（５）では、ふりかえりについて特長的なところが見られ

ました。東京書籍は、１１６ページなどの「この章の学習を確認

しよう」では、用語の確認のページがまとめられており、問題形

式で知識を復習しやすくなっています。教育出版社は、７２ペー

ジ「学習のまとめと表現」で学習のまとめと表現力を高める課題

が設定されています。帝国書院では、１４６、１４７ページのよ

うに２ページにわたっています。章末の「学習をふりかえろう」

で「確認しよう」と「説明しよう」に分けてまとめられており、

問題形式で復習しやすくなっています。自由社では５６ページな

どで、「学習のまとめと発展」で最重要語句の確認ができ、学習の

発展では、「４００字でまとめてみよう」いう課題になっています。

育鵬社は、８２ページ「学習のまとめ」でわかりやすくまとめら

れており、問題形式で復習しやすくなっています。  

以上で社会科・公民的分野の選定報告とさせていただきます。  

 

和田教育長 

 それでは、社会科・公民的分野について、ご意見をお願いします。 

 

柴委員 

中学の社会科では、小学校の社会科と比較して覚えることが格段に多く

なっていますが、ところで、基礎基本を大切にしたり、活動を通して学習

を深めたりするような教科書はありますか。 

 

三並選定委員 

 はい。東京書籍は４９ページなどの「公民にチャレンジ」で本文の学習

を深めるために、個人やグループで行う作業や活動が紹介されています。  

 帝国書院は、２６ページ「技能をみがく」の中で、公民の基礎的な技能

を身につけるコラムとして紹介されています。８２ページ「トライアル公

民」では、章の終わりに設けられています。段階を踏みながら友達と協力

して考えるように設定されています。個人で考え、グループで話し合い、
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関連ページでふりかえるように設定され、学習を深める工夫がされていま

す。日本文教出版では７１ページのように教科書の理解を助けるコラムと

して「公民プラスアルファ」が設けられています。 

和田教育長 

 先日、選挙について、１８歳から選挙権が得られる法律改正についての

報道がありました。選挙に関する学習で、特長的な教科書はありますか。 

 

三並選定委員 

 はい、東京書籍は、７２ページ、７３ページに特設ページを設け、「だれ

を市長に選ぶべき？」と題して紹介しています。身近な話題から選挙につ

いて、自分の考えをもたせたり、グループで考えさせたりしています。ま

た、７７ページの「公民にチャレンジ」では「多数決について考えよう」

や「選挙シミュレーション」と題して、選挙について考えるコーナーを設

けています。８０ページには、「日本の主な政党」の党首の顔写真を掲載し

て紹介し、興味をもたせています。また、帝国書院６３ページをご覧くだ

さい。「羅針盤コーナー」で「ネット選挙の解禁」が紹介されています。現

代的な選挙の形ですが、現在、中学校で学ぶ生徒たちもこの形で選挙に参

加するのではないかと思われます。タブレット端末を使い、選挙がより身

近になるのではないでしょうか。 

日本文教出版７９ページには、「アクティビティ」の中で、選挙制度が紹

介され、小選挙区・比例代表制のメリット、デメリットが記載されていま

す。育鵬社の８４、８５ページをご覧ください。「政治の入り口」で議員の

考え方を読んで、どの党に投票するかを考えるコーナーになっています。

政治を学ぶ意義も紹介されています。 

 

和田教育長 

 各社とも工夫があるのですね。わかりました。選挙制度については

ここ最近、話題になっていることですし、これからの日本を担う

中学生にはしっかりと知っておいてもらいたい内容です。この学習

を通して、選挙や政治が生徒に「身近なもの」と感じてもらえるようにな

ってほしいと思います。 
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柴委員 

 「ふるさと」を考える一つの要因として、「家族や郷土」がありますが、

その点についてはいかがですか。 

 

三並選定委員 

 はい。その質問では答申にも取り上げているように２社に特長が見られ

ました。まず、帝国書院では、１８、１９ページをご覧ください。「クロー

ズアップ」では、人気歌手の歌詞がとりあげられています。生徒たちの興

味関心が得られるところです。家族の役割や「愛情と信頼の関係」「団らん」

など家族のきずながよくわかるように説明されています。育鵬社では１８、

１９ページを見てください。「家族は、愛情と信頼で結ばれた、最も身近な

共同体」という言葉が印象的です。地域社会や、郷土愛についても触れら

れています。 

 

柴委員 

 なるほど、この２社は特長的ですね。家庭や家族の大切さや、地域や郷

土についても取り扱っている育鵬社はいいですね。 

 

阪谷委員 

 安全保障関連法案や憲法第９条について話題になっています。「日本国憲

法」「戦争」などについて特長的な教科書はありましたか？ 

 

三並選定委員 

 このところ連日、マスコミでも報道されているところですね。各社とも

掲載されております。そのなかでも、６社に特長がありました。東京書籍

４２、４３ページをご覧ください。「日本の平和主義」が取り上げられてい

ます。「公民にアクセス」では「集団的自衛権」「沖縄の米軍基地」につい

ても取り上げられています。教育出版社では、６６ページをご覧ください。

このように平和主義の学習があり、米軍基地や自衛隊の活動などが資料と

してわかりやすく掲載されています。７０、７１ページでは「読んで深く

考えよう」で、国際社会の厳しい現実と平和主義と題して現在の問題を投
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げかけています。語り部の活動も修学旅行で体験したことを思い出すこと

ができます。帝国書院４０ページは、広島・長崎両方の平和祈念式典が写

真で紹介されています。本市の中学校の修学旅行の活動も想起できる写真

で平和教育がつながる場面だと思います。同じく帝国書院１８１ページを

ご覧ください。沖縄の基地問題に触れ、「資料活用」が盛り込まれ、深く考

えられるように設定されています。「解説」では「集団的自衛権」を取り上

げています。現代の問題をたくさん含んだ学習内容になっています。日本

文教出版では、６８ページに第９条が明記され、７１ページの「公民プラ

スアルファ」で「沖縄と基地問題」を取り上げています。育鵬社でも５７

ページに「集団的自衛権」、５９ページに「沖縄と基地」について記載され

ています。 

 

阪谷委員  

 ６社ともいいですね。内容も充実しています。 

 

澤田委員 

 先ほど、地理のところでも話題になりましたが、領土問題につ

いて、公民ではどのような取り扱いになっていますか。  

 

三並選定委員 

 はい。まず政府の見解をまとめてみますと、「北方領土・竹島と、

尖閣諸島とでは、取り扱いが違っており、尖閣諸島については領

有権の問題はそもそも存在しない」という立場をとっています。  

 すべての教科書において、北方領土、竹島、尖閣諸島について

記載されています。特長的なのは東京書籍です。１９６ページ、

１９７ページ「公民にアクセス」の中で詳しく取り扱っておりま

す。竹島・北方領土・尖閣諸島とも、歴史的背景に触れた説明や、

近年の状況についても紹介されています。帝国書院では、１６８

ページ、１６９ページで紹介されています。「日本の排他的経済水

域」を表す地図のなかで、周辺国について国旗とともにわかるよ

うに工夫されています。明治３０年代の写真が掲載され、日本人
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が定住していたことがよくわかります。育鵬社も１７７ページの

地図の中で詳しく取り上げられています。１７８ページ、１７９

ページ「理解を深めよう」では、歴史のなかで、日本人が北方領

土や尖閣諸島に住んでいたことがよくわかる写真や資料が記載さ

れています。 

 

澤田委員 

各社とも工夫されていますね。「国際司法裁判所」などもきちんと取り上

げて説明されているんですね。 

 

三並選定委員 

 おっしゃるとおりです。本当に大切な内容がどの教科書にも盛

り込まれていて、「近い将来、日本を背負う生徒たちに」と考える

と、どの教科書もよくまとめられています。 

 

阪谷委員 

 公民は、地理・歴史分野はもちろんのこと、現代社会の事象にまで幅広

く学習していかないといけないのですね。学習のまとめのところでは、い

かがでしょうか。 

 

三並選定委員 

 はい。やはり各社とも工夫が見られますが、本市の目標に沿っ

たものは３社ありました。まずは東京書籍の３２ページをご覧く

ださい。「この章の学習を確認しよう」のなかで、①は用語の意味

について説明させています。語句のわからないものは、もどって

確認しやすいようにページも明記されています。②は①を使って

カッコを埋める問題になっています。③は「説明しましょう」な

ど言語活動をともなう学習活動でまとめをさせています。言語活

動の充実を図ろうとしている本市の目標に合うと思います。この

ような振り返りが各章末に計５回掲載されています。帝国書院で

は、５８、５９ページ「学習をふりかえろう」の中で、１番は「確
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認しよう」で書き込みや語句の選択問題があります。２番は「説

明しよう」というように構成されています。書き込みもできるよ

うに工夫されています。また、「学習の前にふりかえろう」や「次

の部への準備」も掲載されており、学びのつながりが意識されて

います。このような振り返りが第４部までの中で９回あります。

育鵬社も４２ページのように「学習のまとめ」で重要語句の確認

をし、１番２番はカッコを埋める問題、３番は「説明しよう」に

なっています。このような振り返りが各章末に４回あります。  

 

和田教育長 

 それでは、いろいろ議論してきましたので、そろそろ採択しな

ければならないのですが、これまでのやりとりを聞いていると、

各社とも創意工夫が見られ、甲乙つけがたいところです。 

 

嘉名委員 

選定委員会答申をみても、東京書籍、帝国書院、日本文教出版、

育鵬社の４社は同程度の評価になっていますね。  

 

阪谷委員 

 もう少し、時間をいただいていいでしょうか。私は、育鵬社１８１ペー

ジの国歌のところがいいコラムだと思うんです。ここでは、日本の国歌、「君

が代」の意味について、詳しく紹介されています。そのうえで、アメリカ

やフランスなど他の国も並列して紹介してます。国歌の大意を目にするこ

ともそうないことだと思うので、とてもいいコラムだと思います。ほかに

も、育鵬社１９４、１９５ページには東日本大震災を通しての日本の絆、

世界の絆が紹介されています。「自分を犠牲にし、住民を守った公務員」や

「感動を与えた日本人の秩序」など、日本人の素晴らしい心遣いや行いが

紹介されており、郷土に誇りを持つ意味で、ぜひ、中学生に学んでもらい

たいところです。 
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嘉名委員 

 阪谷委員がおっしゃった国歌の話なんですが、育鵬社は各国の

国歌が並べられていたり、他のところでも、他の国はどうかとい

うことが並列的に並べられていたりして、グローバルな視点が見

られますね。 

 また、育鵬社の２、３ページに公民を学ぶ意義が示されていま

す。これはすごく重要だと思います。他社と比較してみても地理・

歴史とのつながりがよくわかるようにも示されています。なぜ公

民を学ぶのか、なぜ大切なのかが、ここに明記されています。将

来社会に出た時に、社会人としてあるいは国民としてどうあるべ

きかを学ぶためにも、このページの意義はとても大きいと思いま

す。さらに、次のページにはこれらをふまえて、自分の人生を考

えましょうといった内容にも触れられていて、そういう意味でも

公民という教科の特徴をあらわしているので好感が持てます。 

 

柴委員 

 確かに、中学生にとって公民を学ぶ意味やなぜ公民という教科

が必要なのかを説明することは非常に重要だと思いますし、その

意義を示していることは良いことだと思います。  

その次のページにある「人生モノサシ」では自分の将来設計を

考えられるよう、うまく工夫されていますね。これはキャリア教

育につながる大事な部分ですよね。  

 

阪谷委員 

もう１か所、いいですか。表紙裏に「私たちを取り巻く課題」

が写真とともに紹介されていますよね。今すぐ解決しないかもし

れないけれど、子どもたちに現在の社会の課題を投げかけること

が大事で、そのことを認識して、考えさせることこそが大事だと

思います。 
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澤田委員 

 考えさせることが大事ということでいえば、今話題になってい

る憲法改正についても、そうです。他の教科書では、仕組みや手

続きを中心に紹介しているのに対して、育鵬社は焦点となる課題

についても子どもたちに考えさせる機会をつくっています。これ

こそが大切だと思います。 

 

阪谷委員 

育鵬社は、国会でも議論されている９条関係などの取り扱いに

ついても、内容を見る限り、大きく偏った教科書ではないと思い

ます。 

 

和田教育長 

公民の教科書選定については選定委員会及び事務局の皆さんに、

東京書籍、帝国書院、日本文教出版、育鵬社の４社についてはこ

の間、特に細かい記述に至るまで相当な時間を割いて検討してき

ていただきました。 

 私も普段から思っていることなのですが、戦後７０年間、日本

は科学技術を発展させ、国民生活を高め、世界でも類を見ないほ

どに成熟した社会を作り上げてきました。ただ、その裏で、科学

の進歩や文明を追い求めるあまり、古き良き伝統・文化が衰え、

「個」が強調されるあまり、社会の基本的なルールやきまり、社

会性がないがしろにされてきた部分は、否定できないと思ってい

ます。例えば、家族のきずなが希薄になり、地域の孤立、地域の

つながりが薄れてきたことなどです。そのため、６０年ぶりに改

正された教育基本法に基づいて、今本市ではそこに重点を置いて、

古き良き伝統や文化を大切にし、郷土を愛する態度を子どもたち

に育てようと、「ふるさと学」をはじめ、家庭、地域とのつながり

を大切にした教育方針を掲げてきました。そのような部分に焦点

を当てれば、先ほどの議論にもあったように、どの教科書にも家

族について、取り扱っているのですが、やっぱり、育鵬社の扱い
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方が、他社とは違って重みがあるように思います。本市の子ども

たちにふさわしいのはどこの教科書か考えると、私は育鵬社にな

ってくるかと思います。 

 

澤田委員 

 私も同感です。家族愛や郷土愛について、よく読ませてもらう

とずいぶん違う。表現方法や記述方法の違いにもよるのでしょう

が、育鵬社には深みを感じます。日本の社会の中で、崩壊しつつ

ある家族愛や郷土愛を今こそ大事にしないといけないと思います。

本市もこのことを踏まえて、教育方針に「ふるさとのつながり」

を大切にしてきたわけで、そのことを踏まえても育鵬社がよいと

思います。 

 

柴委員 

 高度経済成長の時代は、「働け！働け！」で、結果的に世界のト

ップクラスにまで発展しました。でも一方で、私も失ったものが

あると常々思っていました。私は国際交流事業に参加し、ホーム

ステイ先を紹介することがあります。日本をホームステイ先にす

る場合にも、ホームステイ先の情報収集を行いますが、以前の日

本にあった良き習慣、例えば「向こう三軒両どなり」という言葉

に代表されるような、相互扶助の精神が失われつつある、そうい

ったことが、外国人の視点から見たときに気付かされることがあ

ります。相互扶助の精神の喪失が家族崩壊や地域のつながりを失

ってきた原因のひとつであると思います。ところが、大震災を契

機に家族のきずなや地域のつながり、人と人とのつながりが見直

されていますし、その重要性が再認識されてきたところです。育

鵬社はその部分に重点をおいているように思います。  

 

和田教育長 

これまでのご意見を聞いていますと、多面的、多角的という表

現は、社会科（歴史、地理、公民）の全てで使われてきた言葉で
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すが、確かに指導法・考え方としては、大切にしなければならな

いということはみなさん共通した認識を持っていると思います。 

ただ、例えば高校生への意識調査で「自分自身に自信を持って

いるか」という質問に対し、中国やアメリカの高校生が８～９割

が持っていると答えたのに対し、日本の高校生は３割強しか持っ

ていると回答しなかった。このことは、私たちが戦後教育の中で

「個人」や「公平性」に重心をおいてやってきた結果のあらわれ

であるのかもしれません。 

それは戦後教育の大きな成果なのですが、一方で、今の時代の

子どもたちを考えると、社会人としての「公民」の大切さや、人

のつながりの大事さや伝統文化やふるさとや家族の大事さについ

て、重心をかけなければならない時期にいるという思いは委員全

員が共有しているように思います。子どもたちの現状や、河内長

野市の教育が重心をかけている「ふるさとのつながりによる教育」

を考え合わせると、育鵬社を採択することが適切ということにな

るんですが、この分野については、市民から採択がふさわしいふ

さわしくない両方の声があり、当然、さまざまな価値観は必要だ

と思いますが、先ほど述べた点、「公民」を学ぶ意義が明記され、

現代の課題を生徒に考えさせることに力点をかけているという点

で、公民は育鵬社を採択することでよろしいでしょうか。  

 

委員一同 

 異議なし。 

 

和田教育長 

 では、社会科・公民的分野は育鵬社を採択いたします。  

引き続きまして、技術・家庭科、家庭科分野を審議します。選定委員か

ら家庭科分野について報告してください。 

 

三並選定委員 

（別冊資料に基づき説明） 



100 

 

中学校教科用図書、技術・家庭科、家庭科分野についての選定報告を致

します。 

選定の対象は、技術科分野と同じく、東京書籍、教育図書、開隆堂の３

社でございます。 

まず、Ａの（２）についてです。開隆堂８、９ページをご覧ください。

開隆堂ではガイダンスにおいて、家庭分野に関する学習の基本的な考え方

として「人やものとかかわりながら学ぼう」を大きく掲げ、また、課題を

もって生活を豊かに創造していく力を身につけることができるよう学習サ

イクルを２ページにわたり大きく取り扱っています。 

次に、Ｂの（１）について、東京書籍８４ページから８９ページをご覧

ください。東京書籍では、地域の食材について調べる活動から地産地消、

地域の伝統野菜、郷土料理、行事食の流れで学習を進めています。開隆堂

１３０から１３３ページをご覧ください。開隆堂では、地域の食材と食文

化から郷土料理を学習するようになっています。また、開隆堂１３４ペー

ジにありますように「受け継がれる食文化」として行事食、そしてユネス

コの無形文化遺産として登録された「和食」を取り上げています。 

次に、Ｂの（４）について、３社とも男女共同参画社会について触れ、

男女共生について取り上げていますが、特に開隆堂は、１７ページ「探究」

において、家庭・社会ともに男女が協力して支えることを詳しく取り上げ

ています。また、男性の育児休業についても紹介されています。 

続いてＣの（３）についてです。東京書籍３６、３７ページをご覧くだ

さい。東京書籍では、「手ばかり・目ばかり」として、２５ｇと５０ｇの野

菜や果物の実物の大きさを提示しています。教育図書は８０から８２ペー

ジをご覧ください。教育図書では、食品群別摂取量の目安で、１回に食べ

やすい量や調理しやすい量の目安が示されています。開隆堂は、７３、７

４ページをご覧ください。食品群別摂取量の目安で１回に食べやすい量や

調理しやすい量の目安が示され、さらに、開隆堂では、７５ページから７

７ページに野菜や肉、魚等の実物大写真とおよその重さを表示し、およそ

の大きさ、重さのイメージを持つことができるよう工夫されています。 

次に、Ｄの（４）についてです。３社とも言語活動に関する学習の記載

について配慮されていますが、特に開隆堂２６０ページをご覧ください。
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開隆堂では４ページにわたって「言語活動の充実のために」が設けられて

います。 

最後にＤの（５）について、東京書籍２７０、２７１ページをご覧くだ

さい。東京書籍では、「言葉のページ」を設け、家庭分野でよく使われる用

語について説明されています。教育図書は、１４２ページをご覧ください。

このように「学習のふり返り」において 解答欄をページ右側に設け繰り

返し学習ができるように工夫されています。また、理由を書く等記述を問

う問題が他社より多く設定されています。開隆堂１５４ページをご覧くだ

さい。開隆堂では、「学習の目標」を明示し、目標に対応した内容をスモー

ルステップでふり返り、開隆堂１５７ページにありますように、自分で評

価できるように工夫されています。 

以上をもちまして、家庭分野の選定報告とさせていただきます。 

 

和田教育長  

では、家庭分野についての質問をお願いします。 

 

柴委員 

家庭科といえば、やはり「食育」のイメージが大きいですね。食を通じ

て地域を理解することや、食文化の継承を図ることも重要だと思います。

本市では昨年度「くろまろの郷」がオープンしました。「地産地消」を通じ

て地域とのつながりや「食」の伝統文化を学ぶことができる教科書はあり

ますか。 

 

三並選定委員 

はい、「地産地消」については、２社が写真入りで紹介しています。東京

書籍は８４ページで、地産地消給食について紹介しています。開隆堂１３

８ページでは「地域の気候を生かして、地産地消に取り組む」というタイ

トルをつけて紹介しています。スクリーンをご覧下さい。比べてみますと、

「地産地消」については、開隆堂が大きく取り上げていることがわかりま

す。 
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澤田委員 

河内長野市では新米の季節に、河内長野産のお米が給食に出されていま

す。まだまだ量としては少ないですが、「くろまろの郷」でも「河内長野産」

の野菜が並べられ、「地産地消」が意識されるようになってきていると思い

ます。河内長野市といえば小山田の「桃」が有名ですし、大阪で言えばな

にわ伝統野菜が有名です。子どもたちには自分たちが住んでいる河内長野

や大阪を誇りに思う、そんな人に育ってほしいと思っています。 

阪谷委員 

今、澤田委員のお話に出てきた「なにわ伝統野菜」を扱っている教科書

はあるのですか。 

 

三並選定委員 

はい、２社あります。東京書籍では８５ページ「プロに聞く！」で、天

王寺蕪、田辺大根、泉州水ナスを使って漬物作りをしていることが紹介さ

れています。近畿圏では、地域の伝統野菜として京都府の「京野菜」や奈

良県の「大和まな」が写真つきで掲載されています。開隆堂裏表紙をご覧

ください。大阪府・香川県の伝統野菜として「金時にんじん」が紹介され

ています。子どもたちは、小学生の時に「金時にんじん」が入ったお雑煮

を給食で食べていますので、金時にんじんについてはよく知っています。 

 

阪谷委員 

 伝統野菜も大切だと思いますが、ユネスコの無形文化遺産として登録さ

れた「和食」についてはどうですか。 

 

三並選定委員 

 はい、東京書籍では、４１ページに献立の資料として「一汁三菜」を紹

介しています。 

開隆堂では１３５ページのように「日本の伝統的な食文化」として四季折々

の和食を大きく紹介しています。 
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和田教育長 

日本には四季があります。日本に住んでいれば四季は当たり前ですが、

四季があるということはとても素晴らしいことです。「食」と季節、四季と

は切り離せないですね。日本の伝統的な食文化は是非学んでもらいたいで

す。 

 

嘉名委員 

ところで、話は変わるのですが、東京書籍の表紙を見ると、「自立と共生

を目指して」とあります。私は、「自立と共生」はこれから社会に出ていく

子どもたちにとって、とても大切なことだと思っています。 

 

澤田委員 

わたしも同感です。「自立」するためには、自分で考え、判断し行動でき

なければなりません。「困難なことにぶつかったときに、自分で課題を見つ

け、持てる力を駆使して解決する、また解決したことを評価して改善する」

ことのできる人に育ってほしいものですね。 

 

嘉名委員 

 「共生」については、どうですか。 

 

三並選定委員 

 東京書籍開隆堂では、家庭分野で学ぶ４つの領域のうち３つの領域で、地

域との関わりについて取り上げています。特に開隆堂８、９ページでは、ガ

イダンスにおいて、家庭分野に関する学習の基本的な考え方として、「人や

ものとかかわりながら学ぶ」ことを明示しています。開隆堂では、１８、１

９ページの写真にありますように、地域の子どもや高齢者、外国の人との交

流について、地域の人々との防災訓練などを取り上げ、地域や人とのつなが

りを意識させ、「共に生きる」ことを具体的に示しています。 
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柴委員 

 私は外国の人と関わることが多いのですが、生活習慣や文化は違うけれど、

社会において「共に生きる」という意識をもつことは、とても大切なことだ

と考えています。 

 

三並選定委員 

 開隆堂には他にも「共生」について書かれた箇所があります。開隆堂の２

４０ページをご覧ください。本文の最初に、「持続可能な社会を実現するた

めには、「人」と「環境」という２つの視点が重要であることを学んできま

した」と書いてあります。このことは、開隆堂の教科書が大切にしているこ

とだと思います。本市の子どもたちには、是非学んでほしいことです。 

 

阪谷委員 

私は本市の重点課題でもある「言語活動の充実」について、気になって

います。先ほどの報告にもあったと思うのですが、もう少し詳しく教えて

いただけませんか。 

 

三並選定委員 

言語活動の充実については、やはり、開隆堂２６０ページから２６３ペ

ージに特長があるといえます。地域の高齢者や幼児、お世話になった人、

友人、知人、家族の人たちなどに自分の気持ちを伝える表現方法の１つと

して、はがきや封筒の書き方が紹介されています。２６３ページには、実

際に書くスペースも設けられています。 

 

澤田委員 

タブレットや携帯電話など、情報機器が普及し、生活が便利になってい

るのは事実です。メールやラインでのつながりはあるけれど、「人と人との

つながり」という意味で、実際に人とふれあうことや自分の思いや感謝の

気持ちを文字にしたためることは大事なことですね。 
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和田教育長 

本市が大事にしている「地域や人とのつながり」、「言語活動の充実」と

いう点においても、開隆堂が適当ではないでしょうか。答申の結果を見ま

しても、はっきりしているようです。 

 家庭分野は、開隆堂が適当と考えますが、よろしいでしょうか。 

 

委員一同   

異議なし。 

 

和田教育長 

それでは、技術科・家庭科、家庭分野の教科書として開隆堂を採択いた

します。 

  以上をもちまして、全種目の採択を終了いたしました。 

 

閉 会 

和田教育長 

 以上で平成２８年度使用小中学校使用教科用図書の採択にかかる臨時

教育委員会を閉会します。 

 


